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日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
記
者
会
見
の
中
で
、
望
ま
し
く
な
い

状
況
に
置
か
れ
た
当
事
者
が
登
壇
す
る
機
会
は
さ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。
８
月
2６
日
に
あ
っ
た
国
際
刑
事
裁
判
所（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）

所
長
の
赤
根
智
子
さ
ん
の
会
見
は
、
そ
の
数
少
な
い
機
会
の

一
つ
だ
っ
た
。

　
米
政
権
が
赤
根
さ
ん
に
対
す
る
制
裁
を
打
ち
出
し
た
こ
と

を
受
け
て
、
企
画
委
員
の
佐
藤
千
矢
子
さ
ん（
毎
日
新
聞
）

か
ら
記
者
会
見
を
持
ち
掛
け
る
べ
き
だ
と
の
意
見
が
事
務
局

に
寄
せ
ら
れ
た
。
事
務
局
の
担
当
が
交
渉
し
、
オ
ラ
ン
ダ
・

ハ
ー
グ
と
記
者
ク
ラ
ブ
を
つ
な
い
だ
オ
ン
ラ
イ
ン
会
見
が
実

現
し
た
。
10
階
ホ
ー
ル
に
は
１
０
０
席
ほ
ど
が
整
っ
て
い
た

が
、
こ
れ
は
翌
日
か
ら
の
記
者
研
修
会
に
備
え
た
も
の
。
会

場
に
は
司
会
の
企
画
委
員
、
五
十
嵐
文
さ
ん（
読
売
新
聞
）

と
事
務
局
員
２
人
が
い
る
だ
け
だ
っ
た
。
が
ら
ん
と
し
た
会

場
の
会
見
に
、
姿
の
見
え
な
い
３
４
１
人
が
参
加
し
た
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
こ
の
数
の
参
加
者
の
質
問
を
さ
ば
く
の
は
ひ
と

苦
労
だ
。
事
務
局
の
担
当
者
が
五
十
嵐
さ
ん
の
横
で
サ
ポ
ー

ト
し
た
。

　
具
体
的
に
は
会
見
リ
ポ
ー
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
赤
根
さ

ん
は
２
年
前
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
所
長
に
就
任
後
の
記
者
会
見
と
同
様
、

自
ら
の
領
分
を
超
え
た
質
問
に
は
答
え
な
か
っ
た
。「
法
の
支

配
」の
垣
根
の
中
に
い
る
法
律
家
と
し
て
、
政
治
や
外
交
に

踏
み
込
ま
な
い
よ
う
自
ら
を
律
し
た
と
い
う
べ
き
か
も
し
れ

な
い
。
会
見
の
最
終
盤
に
赤
根
さ
ん
は
、
様
々
な
人
た
ち
か

ら
温
か
い
支
援
の
声
を
受
け
た
こ
と
を
話
し
、「
号
泣
し
た
」

と
漏
ら
し
た
。
こ
の
時
だ
け
、
法
律
家
の
ガ
ー
ド
を
下
げ
て

「
情
」の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
。�

（
専
務
理
事
　
江
木
慎
吾
）

オ
ラ
ン
ダ
と
日
本
を
つ
な
ぐ

記
者
会
見
に
３
４
１
人
参
加

豪雨 大雨で冠水した道路＝８月１３日午後９時１０分、千葉県船橋市
� 撮影：木佐貫　冬星（読売新聞東京本社写真部）
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今 月のクラブゲスト／会見リポート� 日本記者クラブチャンネルで会見動画を見ることができます

日本赤十字社職員による報告会見

佐
さ

藤
とう

 展
のぶ

章
あき

さん 日本赤十字社事業局救護・福祉部長

植
うえ

田
だ

 信
しん

策
さく

さん 同社医療事業推進本部参事監

奥
おく

本
もと

 克
かつ

己
き

さん 熊本赤十字病院院長

■８・25／出席：会33人、オ70人／「2026熊本地震」発生１
カ月／司会：行方史郎委員

喜
㔟

　陽
一
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本

代
表
取
締
役
社
長

８月４日

「
運
輸
」「
生
活
」 

成
長
へ
二
軸

＊�下記のゲストの会見リポートは３～６ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

赤
あか

根
ね

 智
とも

子
こ

さん 国際刑事裁判所（ICC）所長 ※リモート登壇

■８・26／出席：オ341人／司会：五十嵐文委員

喜
き

㔟
せ

 陽
よう

一
いち

さん JR東日本代表取締役社長

■８・４／出席：会42人、オ26人／司会：大久保直和理事

桑
くわ

木
き

 志
し

帆
ほ

さん プロゴルファー、全英女子オープン優勝者

■８・５／出席：会33人、オ41人／司会：宮内正英委員

宮
みや

本
もと

 太
た

郎
ろう

さん 中央大学教授

■８・20／出席：会22人、オ28人／著者と語る『社会保障改
革の岐路　信頼のセーフティネットは可能か』／司会：小林伸
年委員

山
やま

口
ぐち

 信
しん

治
じ

さん 防衛研究所主任研究員

■８・21／出席：会38人、オ54人／「中国で何が起きている
のか」34／司会：高橋哲史委員

遠
とお

田
だ

 晋
しん

次
じ

さん 東北大学災害科学国際研究所教授

■８・25／出席：会32人、オ43人／「2026熊本地震」／司会：
滝順一委員

高
たか

橋
はし

 和
かず

夫
お

さん 放送大学名誉教授

　「イスラエル・米国にとって厳しい戦い
になった。思った以上にイランは強く、技
術水準が高かった」「イランは重層的な
指導体系、モザイク的防衛システムを作
っていた。高い教育水準もミサイルやド
ローンの技術を支えている」「最高指導
者のカリスマ性が薄まり、象徴イスラム体
制のようなものに変わりつつあるのでは」

■７・30／出席：会39人、オ55人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑬開戦から5カ月 中東のパワーバラン
スの崩壊と“再生”／司会：出川展恒委員

同
時
開
業
を
め
ざ
す
と
い
う
。

　
非
運
輸
部
門
で
は
、
鉄
道
用
地
の
再
開

発
を
積
極
的
に
展
開
。
26
年
春
に
は
都
心

部
の
車
両
基
地
跡
に「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
シ
テ
ィ
」、
社
宅
跡
に「
大
井
町
ト
ラ

ッ
ク
ス
」を
同
時
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
こ

れ
ら
生
活
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
収
益

を
倍
増
さ
せ
、
34
年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
の

営
業
収
益
５
兆
円
を
見
込
む
。
国
鉄
時
代

に
由
来
す
る
組
織
・
人
事
制
度
の
改
革
も

進
め
て
お
り
、
名
実
と
も
に「
真
の
民
間

会
社
」を
め
ざ
す
姿
勢
を
示
し
た
。

朝
日
新
聞
社
社
会
部
　
細
澤
　
礼
輝

ョ
ン
」の
二
軸
経
営
に
よ
る
成
長
戦
略
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
モ
ビ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
、
喜
㔟
氏
は「
人
口
減
少
社

会
と
あ
っ
て
投
資
家
に
は
不
評
な
よ
う
だ

が
、
鉄
道
は
ま
だ
ま
だ
成
長
産
業
だ
」と

強
調
。
中
央
線
快
速
で
始
ま
っ
た
２
階
建

て
グ
リ
ー
ン
車
サ
ー
ビ
ス
や
、
29
年
を
予

定
す
る
武
蔵
野
線
と
西
武
池
袋
線
と
の
直

通
運
転
、
31
年
度
開
業
を
め
ざ
す
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
線
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
部
門
の
営
業
収
益
を
31
年
度
末
ま

で
に
15
％
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
し
た
。
羽
田

空
港
ア
ク
セ
ス
線
は
、
東
京
駅
方
面
を
結

ぶ
東
山
手
ル
ー
ト
と
、
り
ん
か
い
線
を
経

て
京
葉
線
方
面
を
結
ぶ
臨
海
部
ル
ー
ト
の

　
国
鉄
分
割
民
営
化
か
ら
来
年
で
40
年
。

喜
㔟
氏
は
Ｊ
Ｒ
採
用
世
代
と
し
て
初
め
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
に
就
い
た
。こ
の
間
、

輸
送
量
が
３
割
増
え
た
一
方
で
、
必
要
な

人
員
数
は
５
割
減
り
、
鉄
道
事
故
も
７
割

減
少
。
こ
う
し
た「
生
産
性
向
上
」と「
安

全
性
向
上
」こ
そ
が
、
国
鉄
改
革
か
ら
の

歩
み
だ
と
い
う
。

　
ま
ず
は「
安
全
は
経
営
の
ト
ッ
プ
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
」を
掲
げ
る
。「
究
極
の
安

全
」を
追
求
す
る
と
し
て
、
耐
震
補
強
や

き
上
げ
る
と
し
て
、
２
０
２
８
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
１
・
３
兆
円
を
つ
ぎ
込
む
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
抑
え
て
い
た
修
繕

費
も
す
べ
て
回
復
さ
せ
る
と
い
う
。

　
昨
年
公
表
し
た
中
期
の
グ
ル
ー
プ
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
鉄
道
中
心
の「
モ
ビ
リ
テ

ィ
」と
、
非
運
輸
の「
生
活
ソ
リ
ュ
ー
シ

ホ
ー
ム
ド
ア
な

ど
の
安
全
対
策

に
Ｊ
Ｒ
発
足
以

来
計
５
兆
円
を

投
入
。さ
ら
に
、

新
た
に「
安

全
」を「
安
心
」

の
レ
ベ
ル
に
引
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２
０
２
６
年
の
記
者
研
修
は
８
月
27
、

28
日
に
あ
っ
た
。
災
害
報
道
を
テ
ー
マ
に

し
な
が
ら
、
記
者
活
動
の
基
本
か
ら
応
用

ま
で
視
野
に
入
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
な
っ

た
。
熊
本
地
震
、
千
葉
豪
雨
、
さ
ら
に
開

催
当
日
に
は
北
陸
が
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る

中
で
の
開
催
に
な
っ
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
は
、
記
者
教
育
分
野

へ
の
関
与
を
拡
大
し
て
き
た
。
年
に
１
度

の
記
者
研
修
の
ほ
か
、「
土
曜
記
者
ゼ
ミ
」

や「
サ
イ
バ
ー
記
者
ゼ
ミ
」を
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
中
で
、
講
師
役
を
務
め
る
の

は
主
に
各
社
の
記
者
や
元
記
者
た
ち
だ
。

記
者
が
自
ら
の
経
験
や
手
法
を
若
い
記
者

に
惜
し
み
な
く
提
供
す
る
。
そ
う
し
て
学

ん
だ
記
者
が
自
ら
実
践
し
、
今
度
は
講
師

と
し
て
教
育
す
る
側
に
回
っ
て
く
れ
る
、

と
い
う
循
環
を
目
指
し
て
い
る
。

　
記
者
研
修
に
は
全
国
の
報
道
機
関
か
ら

記
者
が
集
ま
る
。
会
社
を
超
え
た
記
者
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
を
つ
く
れ
る
貴
重
な

機
会
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

若
い
記
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
と
い
う
組
織
へ
の
入
り
口
に
な
る

か
も
し
れ
な
い
。
記
者
研
修
へ
の
参
加
を

き
っ
か
け
に
、
当
ク
ラ
ブ
を
大
い
に
利
用

し
て
も
ら
い
た
い
。

　
記
者
研
修
の
中
身
に
つ
い
て
は
、
10
月

号
で
詳
報
し
ま
す
。

ア
ー
カ
イ
ブ
を
活
用
す
る

　
若
輩
記
者
だ
っ
た
こ
ろ
、
ベ
テ
ラ
ン
が

「
最
近
は
新
聞
を
開
く
と
ま
ず
訃
報
に
目

を
通
す
」と
話
す
の
を「
年
は
取
り
た
く

な
い
も
の
だ
な
あ
」な
ど
と
生
意
気
に
聞

き
流
し
た
。
そ
の
ベ
テ
ラ
ン
の
域
を
超
え

た
今
、
朝
刊
は
訃
報
に
ま
ず
目
を
や
る
。

も
ち
ろ
ん
。

　
出
勤
し
て
パ
ソ
コ
ン
を
立
ち
上
げ
る

と
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
く
。
日
本
記
者

ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
、
派
手
さ
は

な
い
が
、
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て
も
ら
う
た

め
の
そ
れ
な
り
の
機
能
を
備
え
て
い
る
。

職
員
が
積
極
的
に
更
新
し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
は
割
と
頻
繁
に
変
わ
る
。
そ
の
表
の
顔

に
８
月
、「
追
悼
」の
字
が
並
ん
だ
。
中
国

元
首
相
・
朱
鎔
基
さ
ん
、
元
厚
労
相
・
坂

口
力
さ
ん
、
元
経
団
連
会
長
・
奥
田
碩
さ

ん
、
俳
優
・
岸
惠
子
さ
ん
、
元
衆
院
議
長
・

綿
貫
民
輔
さ
ん
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
王
の
ハ

ラ
ル
ド
５
世
。
い
ず
れ
も
か
つ
て
ゲ
ス
ト

と
し
て
登
壇
し
て
く
れ
た
方
々
だ
。

　
当
ク
ラ
ブ
の
膨
大
な
記
者
会
見
の
ア
ー

カ
イ
ブ
か
ら
、
会
見
の
模
様
を
わ
か
り
や

す
い
場
所
に
引
っ
張
り
出
す
こ
と
で
、
在

り
し
日
の
ゲ
ス
ト
の
言
葉
に
触
れ
て
も
ら

う
の
が「
追
悼
」の
狙
い
だ
。
20
年
以
上

も
前
の
会
見
で
も
、
音
声
を
聞
く
と
当
時

の
日
本
が
抱
え
て
い
た
問
題
が
、
今
な
お

横
た
わ
っ
た
ま
ま
だ
と
い
う
こ
と
に
気
づ

か
さ
れ
る
。「
我
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の

か
、
我
々
は
何
者
か
、
我
々
は
ど
こ
へ
行

く
の
か
」の
絵
を
前
に
す
る
よ
う
な
、
厳

粛
な
気
分
に
も
な
る
。

　
亡
く
な
っ
た
方
を
悼
み
、
当
時
の
ゲ
ス

ト
、
企
画
委
員
と
職
員
に
、
知
の
蓄
積
を

感
謝
す
る
。
だ
か
ら
朝
刊
を
開
い
て
訃
報

に
接
す
る
の
は
緊
張
の
瞬
間
で
も
あ
る
。

一
時
代
を
築
い
て
も
、
登
壇
歴
の
な
い
人

は
あ
ま
た
い
る
。
少
し
で
も
そ
の
数
を
減

ら
せ
た
ら
と
思
う
。（
江
木
）

サ
イ
マ
ル
小
松
達
也
さ
ん
逝
去

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
の
通
訳
を
一
手
に
引

き
受
け
て
く
れ
て
い
る
サ
イ
マ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
創
業
者
、
小
松
達
也

さ
ん
が
８
月
11
日
に
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

享
年
91
。
小
松
さ
ん
は
50
年
以
上
に
わ
た

り
、
会
議
通
訳
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し

た
。
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
と
の
緊
密
な
協
力

関
係
が
で
き
た
の
も
、
小
松
さ
ん
の
ご
尽

力
に
よ
る
と
こ
ろ
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈

り
し
ま
す
。

災
害
報
道
テ
ー
マ
に
記
者
研
修

「
追
悼
」が
Ｈ
Ｐ
に
並
ん
だ
８
月
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日本赤十字社職員による報告会見

佐
さ

藤
とう

 展
のぶ

章
あき

さん 日本赤十字社事業局救護・福祉部長

植
うえ

田
だ

 信
しん

策
さく

さん 同社医療事業推進本部参事監

奥
おく

本
もと

 克
かつ

己
き

さん 熊本赤十字病院院長

■８・25／出席：会33人、オ70人／「2026熊本地震」発生１
カ月／司会：行方史郎委員

喜
㔟

　陽
一
　
Ｊ
Ｒ
東
日
本

代
表
取
締
役
社
長

８月４日

「
運
輸
」「
生
活
」 

成
長
へ
二
軸

＊�下記のゲストの会見リポートは３～６ページに掲載して
います

今月のゲストの皆さん

ゲスト全員の会見リポートは右のQR
コードを開きウェブサイトで読めま
す。出席欄の「会」は会場、「オ」はオ
ンラインの参加人数です。

赤
あか

根
ね

 智
とも

子
こ

さん 国際刑事裁判所（ICC）所長 ※リモート登壇

■８・26／出席：オ341人／司会：五十嵐文委員

喜
き

㔟
せ

 陽
よう

一
いち

さん JR東日本代表取締役社長

■８・４／出席：会42人、オ26人／司会：大久保直和理事

桑
くわ

木
き

 志
し

帆
ほ

さん プロゴルファー、全英女子オープン優勝者

■８・５／出席：会33人、オ41人／司会：宮内正英委員

宮
みや

本
もと

 太
た

郎
ろう

さん 中央大学教授

■８・20／出席：会22人、オ28人／著者と語る『社会保障改
革の岐路　信頼のセーフティネットは可能か』／司会：小林伸
年委員

山
やま

口
ぐち

 信
しん

治
じ

さん 防衛研究所主任研究員

■８・21／出席：会38人、オ54人／「中国で何が起きている
のか」34／司会：高橋哲史委員

遠
とお

田
だ

 晋
しん

次
じ

さん 東北大学災害科学国際研究所教授

■８・25／出席：会32人、オ43人／「2026熊本地震」／司会：
滝順一委員

高
たか

橋
はし

 和
かず

夫
お

さん 放送大学名誉教授

　「イスラエル・米国にとって厳しい戦い
になった。思った以上にイランは強く、技
術水準が高かった」「イランは重層的な
指導体系、モザイク的防衛システムを作
っていた。高い教育水準もミサイルやド
ローンの技術を支えている」「最高指導
者のカリスマ性が薄まり、象徴イスラム体
制のようなものに変わりつつあるのでは」

■７・30／出席：会39人、オ55人／「イスラエル・米の対イ
ラン攻撃　背景と影響」⑬開戦から5カ月 中東のパワーバラン
スの崩壊と“再生”／司会：出川展恒委員

同
時
開
業
を
め
ざ
す
と
い
う
。

　
非
運
輸
部
門
で
は
、
鉄
道
用
地
の
再
開

発
を
積
極
的
に
展
開
。
26
年
春
に
は
都
心

部
の
車
両
基
地
跡
に「
高
輪
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
シ
テ
ィ
」、
社
宅
跡
に「
大
井
町
ト
ラ

ッ
ク
ス
」を
同
時
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。
こ

れ
ら
生
活
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
事
業
収
益

を
倍
増
さ
せ
、
34
年
度
に
は
グ
ル
ー
プ
の

営
業
収
益
５
兆
円
を
見
込
む
。
国
鉄
時
代

に
由
来
す
る
組
織
・
人
事
制
度
の
改
革
も

進
め
て
お
り
、
名
実
と
も
に「
真
の
民
間

会
社
」を
め
ざ
す
姿
勢
を
示
し
た
。

朝
日
新
聞
社
社
会
部
　
細
澤
　
礼
輝

ョ
ン
」の
二
軸
経
営
に
よ
る
成
長
戦
略
を

打
ち
出
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
モ
ビ
リ
テ

ィ
に
つ
い
て
、
喜
㔟
氏
は「
人
口
減
少
社

会
と
あ
っ
て
投
資
家
に
は
不
評
な
よ
う
だ

が
、
鉄
道
は
ま
だ
ま
だ
成
長
産
業
だ
」と

強
調
。
中
央
線
快
速
で
始
ま
っ
た
２
階
建

て
グ
リ
ー
ン
車
サ
ー
ビ
ス
や
、
29
年
を
予

定
す
る
武
蔵
野
線
と
西
武
池
袋
線
と
の
直

通
運
転
、
31
年
度
開
業
を
め
ざ
す
羽
田
空

港
ア
ク
セ
ス
線
な
ど
を
例
に
挙
げ
、
モ
ビ

リ
テ
ィ
部
門
の
営
業
収
益
を
31
年
度
末
ま

で
に
15
％
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
し
た
。
羽
田

空
港
ア
ク
セ
ス
線
は
、
東
京
駅
方
面
を
結

ぶ
東
山
手
ル
ー
ト
と
、
り
ん
か
い
線
を
経

て
京
葉
線
方
面
を
結
ぶ
臨
海
部
ル
ー
ト
の

　
国
鉄
分
割
民
営
化
か
ら
来
年
で
40
年
。

喜
㔟
氏
は
Ｊ
Ｒ
採
用
世
代
と
し
て
初
め
て

Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
社
長
に
就
い
た
。こ
の
間
、

輸
送
量
が
３
割
増
え
た
一
方
で
、
必
要
な

人
員
数
は
５
割
減
り
、
鉄
道
事
故
も
７
割

減
少
。
こ
う
し
た「
生
産
性
向
上
」と「
安

全
性
向
上
」こ
そ
が
、
国
鉄
改
革
か
ら
の

歩
み
だ
と
い
う
。

　
ま
ず
は「
安
全
は
経
営
の
ト
ッ
プ
プ
ラ

イ
オ
リ
テ
ィ
」を
掲
げ
る
。「
究
極
の
安

全
」を
追
求
す
る
と
し
て
、
耐
震
補
強
や

き
上
げ
る
と
し
て
、
２
０
２
８
年
度
ま
で

の
５
年
間
で
１
・
３
兆
円
を
つ
ぎ
込
む
と

と
も
に
、
コ
ロ
ナ
禍
に
抑
え
て
い
た
修
繕

費
も
す
べ
て
回
復
さ
せ
る
と
い
う
。

　
昨
年
公
表
し
た
中
期
の
グ
ル
ー
プ
経
営

ビ
ジ
ョ
ン
は
、
鉄
道
中
心
の「
モ
ビ
リ
テ

ィ
」と
、
非
運
輸
の「
生
活
ソ
リ
ュ
ー
シ

ホ
ー
ム
ド
ア
な

ど
の
安
全
対
策

に
Ｊ
Ｒ
発
足
以

来
計
５
兆
円
を

投
入
。さ
ら
に
、

新
た
に「
安

全
」を「
安
心
」

の
レ
ベ
ル
に
引

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37188/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37099/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37202/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37193/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37199/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37204/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37212/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/37201/report
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全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
優
勝
者

桑
木
　
志
帆
　
プ
ロ
ゴ
ル
フ
ァ
ー

８月５日

「
輝
き
た
い
」
の
が
自
分
ら
し
さ

著
者
と
語
る『
社
会
保
障
改
革
の
岐
路
　

信
頼
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
可
能
か
』

宮
本
　
太
郎
　
中
央
大
学
教
授

８月20日

社
会
保
障
は
信
な
く
ば
立
た
ず

位
を
維
持
。
最
終
日
に
３
打
差
を
追
い
つ

き
、
プ
レ
ー
オ
フ
で
パ
リ
五
輪
銀
メ
ダ
リ

ス
ト
の
エ
ス
タ
ー
・
ヘ
ン
ゼ
ラ
イ
ト
選
手

（
ド
イ
ツ
）を
下
し
た
。
勝
因
を
問
わ
れ

「
テ
ィ
ー
シ
ョ
ッ
ト
が
安
定
し
て
、
フ
ェ

ア
ウ
エ
ー
キ
ー
プ
、
グ
リ
ー
ン
オ
ン
す
る

確
率
が
高
か
っ
た
。
そ
れ
が
ス
コ
ア
メ
ー

ク
に
つ
な
が
っ
た
」と
う
な
ず
い
た
。

　
岡
山
県
出
身
の
桑
木
選
手
は
４
歳
で
ゴ

ル
フ
を
始
め
、
同
郷
の
渋
野
選
手
に
憧
れ

腕
を
磨
い
た
。
２
０
２
１
年
プ
ロ
テ
ス
ト

に
合
格
し
、
国
内
ツ
ア
ー
で
５
勝
を
挙
げ

て
い
る
。
来
季
か
ら
米
ツ
ア
ー
に
主
戦
場

を
移
す
意
向
だ
が
、
今
季
は
国
内
ツ
ア
ー

に
専
念
し
初
の
年
間
女
王
を
目
指
す
。

　
カ
ラ
フ
ル
な
ウ
エ
ア
、
ネ
イ
ル
な
ど
独

特
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
は
海
外
で
も
注
目
を

浴
び
た
。「
昔
か
ら
派
手
な
の
が
好
き
。

金
髪
に
し
た
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
ネ
イ
ル
に

し
た
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
着
た
り
す

る
の
は
、モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
る
し
、

そ
れ
が
自
分
を
出
す
こ
と
だ
と
思
う
」と

こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
い
る
。

　
揮き

毫ご
う

は「
輝
」と
記
し
た
。「
自
分
自
身

キ
ラ
キ
ラ
し
て
い
る
も
の
が
好
き
だ
し
、

ゴ
ル
フ
場
で
も
ゴ
ル
フ
場
以
外
で
も
輝
き

た
い
」。
ま
だ
23
歳
。
こ
れ
か
ら
、
も
っ

と
も
っ
と
ま
ば
ゆ
い
光
を
放
つ
存
在
に
な

る
は
ず
だ
。 

　 

ス
ポ
ー
ツ
ニ
ッ
ポ
ン
新
聞
社
ス
ポ
ー
ツ
部
専

門
委
員 

福
永
　
稔
彦

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
決
し
て
出
来

が
悪
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
経
済
成
長

も
緒
に
就
い
た
ば
か
り
の
１
９
６
１
年

に
、
当
時
は
世
界
で
も
例
が
な
か
っ
た
国

民
皆
保
険
・
皆
年
金
を
実
現
し
た
。

　
し
か
し
、
就
労
環
境
と
家
族
の
形
が
変

化
し
、「
中
福
祉
・
や
や
低
負
担
」の
国

の
な
か
に「
低
福
祉
・
高
負
担
」の
層
が

出
現
し
た
。
非
正
規
雇
用
な
ど
不
安
定
な

働
き
方
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
新
し
い

生
活
困
難
層
だ
。
そ
し
て
、
な
ん
と
か
安

定
雇
用
を
維
持
し
年
功
賃
金
を
得
て
い
る

層
や
、生
活
保
護
な
ど
の
福
祉
受
給
層
も
、

そ
れ
ぞ
れ
が
異
な
る
し
ん
ど
さ
を
抱
え
て

い
て
、
相
互
へ
の
不
信
を
募
ら
せ
て
い
る

と
分
析
す
る
。

　
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
宮
本

さ
ん
は「
雇
用
機
会
の
拡
充
」「
所
得
保

障
」「
対
人
支
援
サ
ー
ビ
ス
」に
よ
る
三
位

一
体
の
社
会
保
障
改
革
を
提
示
す
る
。
ま

た
、
少
子
高
齢
化
、
孤
独
・
孤
立
の
問
題

が
深
刻
化
す
る
中
、「
働
け
、
働
け
」と

就
労
を
迫
る
の
で
は
な
く
、
承
認
を
得
て

自
己
を
肯
定
で
き
、
つ
な
が
り
の
起
点
と

な
る「
場
」を
つ
く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
、

記
者
会
見
で
も
強
調
し
た
。

　
社
会
保
障
を
牽け

ん

引い
ん

す
る
の
は「
信
頼
」

と
い
う
機
関
車
だ
と
い
う
。
燃
料
不
足
で

立
ち
行
か
な
く
な
ら
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
、
な
す
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

読
売
新
聞
社
調
査
研
究
本
部
　
竹
之
内
　
知
宣

　
大
学
の
演
習

で
年
金
の
話
を

し
て
い
る
と
、

「
そ
れ
よ
り
新

Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ａ
に
つ

い
て
知
り
た

い
」と
真
面
目

な
学
生
か
ら
言

わ
れ
る
こ
と
が

あ
る
と
い
う
。

物
価
高
騰
に
よ
る
生
活
困
窮
、
子
育
て
や

介
護
の
負
担
、
暮
ら
し
へ
の
不
安
が
高
ま

っ
て
い
る
。

　
ま
さ
に
社
会
保
障
の
出
番
だ
が
、
そ
の

信
頼
は
大
き
く
揺
ら
い
で
い
る
。な
ぜ
か
。

福
祉
政
策
論
の
第
一
人
者
で
あ
る
宮
本
太

郎
さ
ん
は
、「
新
自
由
主
義
」や「
ポ
ピ
ュ

リ
ズ
ム
」と
い
う
言
葉
だ
け
で
片
付
け
る

こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
。

　
経
済
格
差
で
社
会
が
分
断
。
還
元
感
の

乏
し
い
税
や
社
会
保
険
料
の
負
担
が
か
さ

み
、「
見
返
り
は
あ
る
の
か
」と
の
疑
念

も
強
い
。
根
底
に
あ
る
制
度
不
信
に
向
き

合
い
、
社
会
保
障
と
雇
用
と
の
連
携
に
つ

い
て
検
証
す
べ
き
と
指
摘
す
る
。

　
金
色
に
染
め
た
髪
が
目
を
引
く
。
ゴ
ル

フ
の
Ａ
Ｉ
Ｇ
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
日
本

女
子
７
人
目
の
メ
ジ
ャ
ー
制
覇
を
果
た
し

た
桑
木
志
帆
選
手
が
登
壇
す
る
と
、
会
見

場
は
華
や
か
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
た
。

　
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
で
会
見
を
行
う
ゴ
ル

フ
ァ
ー
は
、
い
ず
れ
も
全
英
女
子
オ
ー
プ

ン
を
制
し
た
２
０
１
９
年
の
渋
野
日
向
子

選
手
、
２
０
２
５
年
の
山
下
美
夢
有
選
手

に
続
き
３
人
目
。
前
日
に
英
国
か
ら
帰
国

し
た
ば
か
り
の
桑
木
選
手
は「
日
本
に
帰

っ
て
来
て
、
取
材
や
記
者
会
見
が
あ
り

（
メ
ジ
ャ
ー
優
勝
の
）実
感
が
湧
い
て
き

た
。
昨
日
の
夜
に
自
分
の
プ
レ
ー
を
振
り

返
っ
た
。
初
め
て
客
観
視
し
て
、
事
の
重

大
さ
と
言
う
か
、
す
ご
い
試
合
で
勝
て
た

ん
だ
な
と
思
っ
た
」と
神
妙
に
話
し
た
。

　
全
英
女
子
オ
ー
プ
ン
で
は
初
日
か
ら
２
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「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」㉞

山
口
　
信
治
　
防
衛
研
究
所

主
任
研
究
員

８月21日

「
核
の
即
応
態
勢
」
整
え
る
動
き

「
２
０
２
６
熊
本
地
震
」発
生
１
カ
月

日
本
赤
十
字
社
職
員
に
よ
る

報
告
会
見

８月25日

栄
養
、
活
動
量
、
睡
眠
確
保
を

計
）と
倍
増
、
35
年
に
は
最
大
で
１
５
０

０
発
に
達
し
て
米
ロ
が
実
戦
配
備
す
る
弾

頭
数
に
匹
敵
す
る
と
の
予
測
も
あ
り
、
中

国
が「
第
３
の
核
大
国
」に
な
る
と
指
摘
。

極
超
音
速
で
滑
空
す
る
弾
頭
の
開
発
や
衛

星
・
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
早
期
警
戒
態
勢
の

整
備
な
ど
攻
撃
・
防
衛
両
面
の
能
力
も
向

上
、
威
力
の
小
さ
い
低
出
力
の
核
開
発
を

進
め
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
先
行
不

使
用
の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
も
攻
撃
を
受

け
る
前
に
反
撃
す
る「
即
応
態
勢
」が
整

い
つ
つ
あ
る
と
分
析
し
た
。

　
山
口
氏
は
中
国
の
核
戦
力
が
米
ロ
に
近

づ
い
た
結
果
、「
核
の
威
嚇
」効
果
が
薄

れ
て
通
常
戦
力
を
使
い
や
す
く
な
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
核
軍
縮
の
交
渉

も
２
国
間
か
ら
３
国
間
と
な
る
た
め
調
整

が
難
し
く
な
る
懸
念
も
挙
げ
た
。
こ
う
し

た
中
国
の
核
戦
略
の
変
化
は
、
中
国
共
産

党
ト
ッ
プ
で
あ
る
習
近
平
氏
の
意
向
が
働

い
て
い
る
の
は
確
か
な
の
だ
が
、
そ
の
意

図
は
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
と
い
う
。

　
公
開
情
報
か
ら「
確
定
的
」と「
推
測
、

推
計
」を
明
確
に
分
類
し
た
上
で
分
析
し

た
山
口
氏
。
そ
れ
だ
け
に「
さ
ま
ざ
ま
な

推
測
が
成
り
立
つ
が
故
に
、
冷
静
で
客
観

的
な
分
析
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
」と
の
指

摘
は
重
い
。

東
京
新
聞
論
説
委
員
　
新
貝
　
憲
弘

　
情
報
の
不
透

明
さ
が
増
す
中

国
で
軍
事
、
と

り
わ
け
核
戦
力

は
最
も
謎
が
多

い
分
野
だ
と
い

え
よ
う
。
そ
ん

な
機
密
性
の
高

い
中
国
の
核
戦

略
に
つ
い
て
、

山
口
氏
は
公
開
情
報
に
基
づ
き
な
が
ら
そ

の
変
化
と
懸
念
を
ク
リ
ア
に
解
説
し
た
。

　
中
国
の
核
戦
略
は
、
核
攻
撃
を
受
け
て

初
め
て
反
撃
と
し
て
用
い
る「
先
行
不
使

用
」を
原
則
に
核
弾
頭
保
有
数
を
必
要
最

小
限
に
と
ど
め
、
攻
撃
方
法
も
地
上
発
射

の
み
だ
っ
た
。
し
か
し
７
月
に
潜
水
艦
発

射
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）の
発
射

実
験
、
８
月
に
は
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た

爆
撃
機
が
公
開
さ
れ
、
従
来
の
陸
に
加
え

海
と
空
か
ら
の
攻
撃
手
段
が
加
わ
り「
核

の
三
本
柱
」を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
核
弾
頭
数
も
２
０
１
０
年
ご
ろ
ま
で
は

米
ロ
よ
り
一
桁
少
な
い
２
４
０
発
だ
っ
た

の
が
24
年
に
は
５
０
０
発（
い
ず
れ
も
推

か
ら
１
カ
月
を
迎
え
る
の
を
前
に
、
新
た

な
健
康
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る
。
植
田
氏

は
、
高
齢
者
が
十
分
な
栄
養
を
取
れ
ず
、

活
動
量
も
減
る
こ
と
で
筋
力
が
低
下
し
、

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
に
つ
な
が
る
恐
れ
を
指
摘
。

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
不
全
の

リ
ス
ク
上
昇
に
も
警
戒
を
呼
び
掛
け
、「
で

き
る
だ
け
普
通
の
生
活
に
戻
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
」と
強
調
し
た
。
車
中
泊
を
続

け
る
人
は
健
康
状
態
を
把
握
し
に
く
い
こ

と
も
課
題
と
い
う
。

　
熊
本
赤
十
字
病
院（
熊
本
市
）は
16
年

の
地
震
で
は
病
院
自
体
が
被
災
し
、
被
災

地
に
救
護
班
を
出
す
ま
で
に
約
１
カ
月
か

か
っ
た
。
そ
の
後
、
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）を
訓
練
を
通
じ
て
改
訂
。
今
回
は

被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
患
者

を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
１
週
間
ほ

ど
で
派
遣
を
開
始
で
き
た
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
想
定
外
は
起
き
る
。
奥
本
克

己
院
長（
同
中
央
）に
よ
る
と
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本（
同
県
嘉
島
町
）の
爆
発
事

故
や
、
入
院
患
者
を
別
の
医
療
機
関
に
移

す「
病
院
避
難
」が
地
震
当
日
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態

で
、「
経
験
し
た
以
上
、
こ
れ
が
想
定
内

に
な
る
」と
語
っ
た
。
過
去
の
災
害
で
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
、
次
の
備
え

に
つ
な
げ
る
。
そ
の
繰
り
返
し
が
災
害
対

応
を
強
く
し
て
い
く
の
だ
と
感
じ
た
。

時
事
通
信
社
社
会
部
科
学
班
　
佐
藤
　
大
介

田
信
策
・
医
療

事
業
推
進
本
部

参
事
監（
写
真

左
）は
、
輸
送

が
難
航
し
た
24

年
の
能
登
半
島

地
震
と
比
べ
て

「（
支
援
が
）格

段
に
早
い
」と

評
価
し
た
。

　
一
方
、
発
生

　「
被
災
者
フ
ァ
ー
ス
ト
、何
で
も
す
る
」。

最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
熊
本
地
震
で
、

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
災
害
対
策

本
部
が
掲
げ
た
心
得
だ
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
や
16
年
の
熊
本
地
震
な
ど

を
踏
ま
え
、
災
害
対
応
が
着
実
に
変
化
し

て
き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
日
赤
は
全
国
か
ら
救
護
班
な
ど
を
派
遣

し
、
診
療
だ
け
で
な
く
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
設
置
や
心
の
ケ
ア
な
ど
被
災
者
の
生
活

を
幅
広
く
支
え
た
。
今
回
の
地
震
で
は
、

被
災
地
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
物
資
を
送

る
国
の「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」で
水
や
食

料
な
ど
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
医
師
の
植

右は事業局救護・福祉部長の佐藤展章さん
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「
中
国
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」㉞

山
口
　
信
治
　
防
衛
研
究
所

主
任
研
究
員

８月21日

「
核
の
即
応
態
勢
」
整
え
る
動
き

「
２
０
２
６
熊
本
地
震
」発
生
１
カ
月

日
本
赤
十
字
社
職
員
に
よ
る

報
告
会
見

８月25日

栄
養
、
活
動
量
、
睡
眠
確
保
を

計
）と
倍
増
、
35
年
に
は
最
大
で
１
５
０

０
発
に
達
し
て
米
ロ
が
実
戦
配
備
す
る
弾

頭
数
に
匹
敵
す
る
と
の
予
測
も
あ
り
、
中

国
が「
第
３
の
核
大
国
」に
な
る
と
指
摘
。

極
超
音
速
で
滑
空
す
る
弾
頭
の
開
発
や
衛

星
・
レ
ー
ダ
ー
に
よ
る
早
期
警
戒
態
勢
の

整
備
な
ど
攻
撃
・
防
衛
両
面
の
能
力
も
向

上
、
威
力
の
小
さ
い
低
出
力
の
核
開
発
を

進
め
て
い
る
と
の
情
報
も
あ
り
、
先
行
不

使
用
の
原
則
は
維
持
し
つ
つ
も
攻
撃
を
受

け
る
前
に
反
撃
す
る「
即
応
態
勢
」が
整

い
つ
つ
あ
る
と
分
析
し
た
。

　
山
口
氏
は
中
国
の
核
戦
力
が
米
ロ
に
近

づ
い
た
結
果
、「
核
の
威
嚇
」効
果
が
薄

れ
て
通
常
戦
力
を
使
い
や
す
く
な
る
状
況

に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
。
核
軍
縮
の
交
渉

も
２
国
間
か
ら
３
国
間
と
な
る
た
め
調
整

が
難
し
く
な
る
懸
念
も
挙
げ
た
。
こ
う
し

た
中
国
の
核
戦
略
の
変
化
は
、
中
国
共
産

党
ト
ッ
プ
で
あ
る
習
近
平
氏
の
意
向
が
働

い
て
い
る
の
は
確
か
な
の
だ
が
、
そ
の
意

図
は
分
か
ら
な
い
部
分
も
多
い
と
い
う
。

　
公
開
情
報
か
ら「
確
定
的
」と「
推
測
、

推
計
」を
明
確
に
分
類
し
た
上
で
分
析
し

た
山
口
氏
。
そ
れ
だ
け
に「
さ
ま
ざ
ま
な

推
測
が
成
り
立
つ
が
故
に
、
冷
静
で
客
観

的
な
分
析
か
ら
始
め
る
べ
き
だ
」と
の
指

摘
は
重
い
。

東
京
新
聞
論
説
委
員
　
新
貝
　
憲
弘

　
情
報
の
不
透

明
さ
が
増
す
中

国
で
軍
事
、
と

り
わ
け
核
戦
力

は
最
も
謎
が
多

い
分
野
だ
と
い

え
よ
う
。
そ
ん

な
機
密
性
の
高

い
中
国
の
核
戦

略
に
つ
い
て
、

山
口
氏
は
公
開
情
報
に
基
づ
き
な
が
ら
そ

の
変
化
と
懸
念
を
ク
リ
ア
に
解
説
し
た
。

　
中
国
の
核
戦
略
は
、
核
攻
撃
を
受
け
て

初
め
て
反
撃
と
し
て
用
い
る「
先
行
不
使

用
」を
原
則
に
核
弾
頭
保
有
数
を
必
要
最

小
限
に
と
ど
め
、
攻
撃
方
法
も
地
上
発
射

の
み
だ
っ
た
。
し
か
し
７
月
に
潜
水
艦
発

射
弾
道
ミ
サ
イ
ル（
Ｓ
Ｌ
Ｂ
Ｍ
）の
発
射

実
験
、
８
月
に
は
ミ
サ
イ
ル
を
搭
載
し
た

爆
撃
機
が
公
開
さ
れ
、
従
来
の
陸
に
加
え

海
と
空
か
ら
の
攻
撃
手
段
が
加
わ
り「
核

の
三
本
柱
」を
備
え
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
。

　
核
弾
頭
数
も
２
０
１
０
年
ご
ろ
ま
で
は

米
ロ
よ
り
一
桁
少
な
い
２
４
０
発
だ
っ
た

の
が
24
年
に
は
５
０
０
発（
い
ず
れ
も
推

か
ら
１
カ
月
を
迎
え
る
の
を
前
に
、
新
た

な
健
康
リ
ス
ク
も
懸
念
さ
れ
る
。
植
田
氏

は
、
高
齢
者
が
十
分
な
栄
養
を
取
れ
ず
、

活
動
量
も
減
る
こ
と
で
筋
力
が
低
下
し
、

誤ご

嚥え
ん

性
肺
炎
に
つ
な
が
る
恐
れ
を
指
摘
。

睡
眠
不
足
や
ス
ト
レ
ス
に
よ
る
心
不
全
の

リ
ス
ク
上
昇
に
も
警
戒
を
呼
び
掛
け
、「
で

き
る
だ
け
普
通
の
生
活
に
戻
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
」と
強
調
し
た
。
車
中
泊
を
続

け
る
人
は
健
康
状
態
を
把
握
し
に
く
い
こ

と
も
課
題
と
い
う
。

　
熊
本
赤
十
字
病
院（
熊
本
市
）は
16
年

の
地
震
で
は
病
院
自
体
が
被
災
し
、
被
災

地
に
救
護
班
を
出
す
ま
で
に
約
１
カ
月
か

か
っ
た
。
そ
の
後
、
事
業
継
続
計
画（
Ｂ

Ｃ
Ｐ
）を
訓
練
を
通
じ
て
改
訂
。
今
回
は

被
害
が
少
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
患
者

を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、
１
週
間
ほ

ど
で
派
遣
を
開
始
で
き
た
と
い
う
。

　
そ
れ
で
も
想
定
外
は
起
き
る
。
奥
本
克

己
院
長（
同
中
央
）に
よ
る
と
、
イ
オ
ン

モ
ー
ル
熊
本（
同
県
嘉
島
町
）の
爆
発
事

故
や
、
入
院
患
者
を
別
の
医
療
機
関
に
移

す「
病
院
避
難
」が
地
震
当
日
か
ら
始
ま

っ
た
こ
と
は
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
事
態

で
、「
経
験
し
た
以
上
、
こ
れ
が
想
定
内

に
な
る
」と
語
っ
た
。
過
去
の
災
害
で
で

き
な
か
っ
た
こ
と
を
検
証
し
、
次
の
備
え

に
つ
な
げ
る
。
そ
の
繰
り
返
し
が
災
害
対

応
を
強
く
し
て
い
く
の
だ
と
感
じ
た
。

時
事
通
信
社
社
会
部
科
学
班
　
佐
藤
　
大
介

田
信
策
・
医
療

事
業
推
進
本
部

参
事
監（
写
真

左
）は
、
輸
送

が
難
航
し
た
24

年
の
能
登
半
島

地
震
と
比
べ
て

「（
支
援
が
）格

段
に
早
い
」と

評
価
し
た
。

　
一
方
、
発
生

　「
被
災
者
フ
ァ
ー
ス
ト
、何
で
も
す
る
」。

最
大
震
度
７
を
観
測
し
た
熊
本
地
震
で
、

日
本
赤
十
字
社
熊
本
県
支
部
の
災
害
対
策

本
部
が
掲
げ
た
心
得
だ
。
２
０
１
１
年
の

東
日
本
大
震
災
や
16
年
の
熊
本
地
震
な
ど

を
踏
ま
え
、
災
害
対
応
が
着
実
に
変
化
し

て
き
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
日
赤
は
全
国
か
ら
救
護
班
な
ど
を
派
遣

し
、
診
療
だ
け
で
な
く
段
ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド

の
設
置
や
心
の
ケ
ア
な
ど
被
災
者
の
生
活

を
幅
広
く
支
え
た
。
今
回
の
地
震
で
は
、

被
災
地
か
ら
の
要
請
を
待
た
ず
物
資
を
送

る
国
の「
プ
ッ
シ
ュ
型
支
援
」で
水
や
食

料
な
ど
が
届
け
ら
れ
て
お
り
、
医
師
の
植

右は事業局救護・福祉部長の佐藤展章さん
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「
２
０
２
６
熊
本
地
震
」

遠
田
　
晋
次
　
東
北
大
学
災
害
科
学

国
際
研
究
所
教
授
　
８月25日

活
断
層
情
報
、
ど
う
生
か
す
か

で
あ
る
こ
と
を
挙
げ
、「
こ
の
制
裁
は
Ｉ

Ｃ
Ｃ
だ
け
で
は
な
く
、
法
の
支
配
の
危
機

で
あ
る
」と
指
摘
。「
正
義
は
常
に
、
こ

れ
と
対
極
に
あ
る
も
の
に
優
越
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」と
の
信
念
を
語
り「
Ｉ
Ｃ

Ｃ
は
決
し
て
負
け
な
い
」と
米
国
の
圧
力

に
屈
し
な
い
姿
勢
を
強
調
し
た
。

　
新
た
な
制
裁
に
よ
り
裁
判
官
18
人
中
９

人
が
制
裁
対
象
と
な
っ
た
が
、「
職
員
ら

の
士
気
は
高
い
」と
し
て
今
後
も
訴
追
手

続
き
を
進
め
る
意
向
を
表
明
し
、
日
本
の

制
裁
抗
議
署
名
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
国

の
弁
護
士
団
体
や
非
政
府
組
織（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）な
ど
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
多
く
の
励
ま

し
に
感
謝
の
意
を
表
明
し
た
。

　
ま
た
法
の
支
配
を
重
視
す
る
日
本
は

「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
国
の
間
で
リ
ー
ダ
ー
と
し

て
仰
ぎ
見
ら
れ
て
い
る
」と
指
摘
、「
日

本
政
府
に
は
今
後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
と
法
の
支

配
を
守
る
た
め
の
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
た
だ
け
る
と
信
じ
て
い
る
」と
語
っ
た
。

　
米
国
の
呼
び
か
け
に
応
じ
て
ベ
ネ
ズ
エ

ラ
な
ど
数
カ
国
が
既
に
Ｉ
Ｃ
Ｃ
か
ら
の
脱

退
を
表
明
し
て
い
る
が
、
日
本
政
府
に
は

加
盟
国
の
脱
退
を
阻
止
す
る
外
交
努
力

や
、
制
裁
の
エ
ス
カ
レ
ー
ト
を
防
ぐ
た
め

に
米
国
と
の
対
話
を
重
ね
て
ほ
し
い
と
も

要
望
。
会
見
の
最
後
で
は「
こ
こ
が
正
念

場
だ
と
思
っ
て
い
る
」と
し
て
今
後
の
活

動
に
強
い
覚
悟
を
示
し
た
。

共
同
通
信
社
論
説
委
員
　
軍
司
　
泰
史

　
赤
根
所
長
は

会
見
で「
私
に

は
、
制
裁
を
受

け
る
理
由
は
全

く
な
い
」と
述

べ
た
上
で
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ
が
重
大
な

国
際
犯
罪
の
被

害
者
に
と
っ
て

「
最
後
の
希
望
」

　
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
と
東
京
を
結
ん
だ

オ
ン
ラ
イ
ン
会
見
の
出
席
者
は
３
４
１

人
。「
こ
こ
数
年
で
最
多
に
近
い
」（
日
本

記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
）と
い
う
極
め
て
高

い
関
心
を
呼
ん
だ
記
者
会
見
で
、
国
際
刑

事
裁
判
所（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）の
赤
根
智
子
所
長

が
語
っ
た
の
は
、
国
際
社
会
で「
法
の
支

配
」を
守
り
抜
く
と
い
う
揺
る
ぎ
の
な
い

決
意
だ
っ
た
。

　
ト
ラ
ン
プ
米
政
権
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
赤
根

所
長
ら
２
人
を
制
裁
対
象
に
し
た
の
が
８

月
18
日
。
米
政
権
は
、
米
兵
の
戦
争
犯
罪

捜
査
や
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
の
盟
友
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
首
相
へ
の
逮
捕
状

発
行
な
ど
を
め
ぐ
っ
て
Ｉ
Ｃ
Ｃ
を
敵
視

し
、「
解
体
」に
追
い
込
む
方
針
を
鮮
明

に
し
て
い
る
。

赤
根
　
智
子
　
国
際
刑
事
裁
判
所

（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
）所
長

８月26日

「
法
の
支
配
」
守
る
不
動
の
決
意

い
る
。
ダ
ー
ツ
を
何
度
も
投
げ
る
と
的
に

当
た
る
よ
う
に
、
小
地
震
が
多
い
と
大
地

震
も
起
き
や
す
い
。
あ
る
断
層
が
動
け
ば

周
り
の
ひ
ず
み
が
変
化
し
、
ド
ミ
ノ
倒
し

の
よ
う
に
連
鎖
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　
能
登
半
島
地
震
も
、
群
発
地
震
が
続
く

さ
な
か
、
近
く
の
活
断
層
の
破
壊
が
一
気

に
連
鎖
し
た
。
熊
本
は
10
年
の
間
隔
が
空

い
た
が
、
数
千
年
単
位
で
動
く
活
断
層
に

と
っ
て
は「
ほ
ん
の
一
瞬
」と
い
う
。

　
観
測
網
は
整
備
さ
れ
、
周
り
の
断
層
が

受
け
た
影
響
も
計
算
で
き
る
。
地
震
予
知

連
絡
会
会
長
で
も
あ
る
遠
田
さ
ん
は「
予

知
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
あ
た
り
が
懸
念

さ
れ
る
と
い
う
予
測
的
な
も
の
は
少
し
ず

つ
で
き
つ
つ
あ
る
。
そ
れ
を
防
災
に
ど
う

生
か
す
か
が
ポ
イ
ン
ト
」と
語
っ
た
。

　
と
は
い
え
、
地
震
は
不
意
打
ち
で
起
こ

る
。
質
問
が
相
次
い
だ
の
は
、
活
断
層
近

く
の
土
地
利
用
規
制
や
ず
れ
対
策
の
あ
り

方
だ
。
遠
田
さ
ん
は「
し
っ
か
り
議
論
し

な
い
と
い
け
な
い
」「
避
け
る
の
が
一
番
」

と
し
つ
つ
、
調
査
の
精
度
や
、
避
け
ら
れ

な
い
水
道
、
道
路
、
鉄
道
な
ど
の
課
題
も

口
に
し
た
。「
断
層
の
情
報
を
し
っ
か
り

伝
え
る
こ
と
が
、
ま
ず
重
要
」

　
そ
の
情
報
を
ど
う
受
け
止
め
、
備
え
る

か
。
阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら
日
本
社
会

が
問
わ
れ
続
け
て
き
た
課
題
で
あ
る
。

朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
　
佐
々
木
　
英
輔

　「
熊
本
地
震

は
ま
だ
終
わ
っ

て
い
な
い
」。

10
年
前
の
地
震

以
降
、
遠
田
教

授
は
こ
う
警
鐘

を
鳴
ら
し
て
き

た
。
活
断
層
の

日
奈
久
断
層
帯

付
近
は
地
震
活

動
が
活
発
な
状
態
が
続
い
て
い
る
こ
と
、

断
層
に
よ
る
ず
れ
も
危
険
で
、
高
速
道
路

と
交
差
し
て
い
る
こ
と
も
講
演
で
伝
え
て

き
た
。

　
そ
し
て
７
月
28
日
、
懸
念
が
現
実
に
な

っ
た
。
震
度
７
の
揺
れ
が
襲
い
、
地
面
が

ず
れ
て
高
速
道
路
や
水
道
が
寸
断
、
断
層

直
上
の
小
学
校
校
舎
も
壊
れ
た
。

　
日
奈
久
断
層
帯
は
な
お「
割
れ
残
り
」

が
要
警
戒
だ
。
活
断
層
は
全
国
各
地
に
分

布
し
、
直
下
で
大
き
な
地
震
を
起
こ
す
。

　「
小
さ
い
地
震
が
増
え
る
ほ
ど
大
き
な

地
震
も
起
こ
り
や
す
く
な
る
。
そ
こ
に
活

断
層
が
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
」。
こ
れ
が
会

見
で
強
調
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

　
大
小
の
地
震
の
割
合
は
大
体
決
ま
っ
て
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貫
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本
日
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新
聞
社
編
集
局
長
）

「
関
連
死
減
ら
す
」共
通
認
識

３
度
目
震
度
７ 

経
験
生
か
し

何
を
も
っ
て
復
旧
・
復
興
の
ゴ
ー
ル
と

言
う
の
か
は
分
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、

そ
こ
に
は
あ
る
程
度
近
づ
い
た
の
で
は
な

い
か

―
。
完
成
し
た
４
月
14
日
付
の

「
熊
本
地
震
10
年
」特
集
を
見
て
、
そ
う

思
っ
た
。
熊
本
地
震
の
前
震
が
起
き
た
の

は
、
２
０
１
６
年
の
こ
の
日
。
特
集
１
㌻

目
の
大
見
出
し
は
、
願
い
も
込
め
て「
復

興
の
道
　
未
来
へ
続
け
」と
つ
け
た
。

３
カ
月
半
た
っ
た
７
月
28
日
。
後
ろ
髪

を
つ
か
ま
れ
、
10
年
間
歩
ん
で
き
た
道
の

り
の
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
一
気
に
引
き
ず

ら
れ
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
た
。
大
き
な

揺
れ
が
落
ち
着
き
、
テ
レ
ビ
で
確
認
し
た

最
大
震
度
は
ま
た
し
て
も
７
だ
っ
た
。

編
集
局
フ
ロ
ア
で
取
り
乱
し
て
い
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
地
域
報
道
本
部
の
デ
ス

ク
ら
は
粛
々
と
、
震
度
７
を
観
測
し
た
地

域
を
担
当
す
る
宇
城
総
局
、
八
代
支
社
に

電
話
を
か
け
始
め
た
。
常
設
し
て
あ
る
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
取
材
態
勢
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
、
取
材
先
や
記
者
の
名
前
が

次
々
と
書
き
込
ま
れ
た
。

行
方
不
明
者
の
生
存
率
が
著
し
く
下
が

る
と
さ
れ
る「
発
生
後
72
時
間
」は
爆
発

事
故
の
あ
っ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
を
中

心
に
、
救
出
現
場
の
取
材
に
注
力
し
た
。

そ
の
後
は
車
中
泊
や
軒
先
避
難
と
い
っ
た

過
酷
な
避
難
の
実
情
を
伝
え
た
。「
余
震

が
怖
い
」「
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
」と
い

う
理
由
で
指
定
避
難
所
を
利
用
し
な
い
人

が
い
る
こ
と
は
、
10
年
前
の
経
験
か
ら
分

か
っ
て
い
た
。

10
年
前
と
大
き
く
違
う
の
は
、
災
害
級

の
暑
さ
の
中
で
被
災
し
た
こ
と
だ
。
加
え

て
断
水
は
約
10
万
８
千
戸
に
上
っ
た
。
暑

さ
と
水
不
足
が
災
害
関
連
死
を
引
き
起
こ

し
か
ね
な
い
と
警
戒
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起
き
た
。車
中
泊
を

し
て
い
た
70
代
女
性
が
熱
中
症
の
疑
い
で

死
亡
し
た
。
こ
の
地
震
で
初
め
て
の
関
連

死
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

生
活
関
連
情
報
は
電
子
版
に

災
害
関
連
死
の
多
さ
は
、
16
年
の
地
震

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
だ
。
全
て
の
犠
牲

者
の
８
割
を
関
連
死
が
占
め
た
。
今
回
、

報
道
を
通
じ
て
関
連
死
を
減
ら
す
こ
と

は
、
発
災
当
初
か
ら
編
集
局
の
共
通
認
識

と
な
っ
た
。
専
門
家
へ
の
取
材
を
基
に
熱

中
症
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど

の
予
防
を
呼
び
か
け
る「
い
の
ち
守
る
」

は
、
発
災
２
日
目
に
出
稿
を
始
め
た
。

現
場
の
記
者
た
ち
が
創
意
工
夫
し
、
大

量
の
記
事
を
出
し
て
く
れ
る
一
方
、
掲
載

ス
ペ
ー
ス
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
八
代

市
の
日
本
製
紙
八
代
工
場
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
新
聞
用
紙
の
安
定
確
保
が
困
難

に
な
っ
た
た
め
だ
。

20
～
28
㌻
だ
っ
た
紙
面
は
原
則
16
㌻
と

な
っ
た
。
文
化
面
や
暮
ら
し
面
を
休
む
な

ど
し
、
地
震
関
連
の
記
事
を
な
る
べ
く
多

く
収
容
す
る
よ
う
に
し
た
。そ
う
し
た
中
、

給
水
や
災
害
ご
み
の
搬
入
と
い
っ
た
生
活

関
連
情
報
は
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
局
が
引

き
受
け
て
電
子
版
で
次
々
と
発
信
し
た
。

10
年
前
は
記
者
が
取
材
し
、
紙
面
に
反
映

さ
せ
て
い
た
。

遺
族
の
意
向 

最
優
先
に
取
材

神
経
を
使
う
犠
牲
者
遺
族
の
取
材
を
巡

っ
て
は
、
過
去
の
災
害
を
経
験
し
て
得
た

編
集
局
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
。
優

先
す
る
の
は
遺
族
の
意
向
。
取
材
を
拒
ま

れ
た
ら
速
や
か
に
引
き
下
が
り
、
次
の
機

会
ま
で
待
つ
。
犠
牲
者
の
写
真
を
知
人
や

共
同
通
信
か
ら
手
に
入
れ
て
も
、
遺
族
の

同
意
が
な
け
れ
ば
掲
載
し
な
い
。
そ
の
結

論
に
至
っ
た
の
は
、
多
く
の
同
僚
が
記
者

で
あ
る
前
に
同
じ
県
民
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
な
ぜ
、
ま
た
熊
本
が
…
」と
い
う
思

い
を
拭
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ば

か
り
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
10
年

前
の
前
震
と
本
震
、
そ
し
て
今
回
と
、
震

度
７
を
足
元
で
３
回
経
験
し
た
新
聞
社
は

熊
日
し
か
な
い
。
10
年
前
は
手
探
り
状
態

で
見
え
な
か
っ
た
課
題
や
、
見
つ
け
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
た
課
題
も
、
今
回
は
早

く
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
被
災
者
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
課
題
を
一
つ
一
つ

社
会
に
問
う
て
い
き
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

家屋が倒壊した熊本県氷川町の被災地。暑さで道路が水面のように見え
る「逃げ水現象」が現れた（８月３日午後２時55分ごろ/熊本日日新聞社提供）

い
し
ぬ
き
・
き
ん
や
▼
1
9
9
3
年
入
社
　
編

集
局
地
域
報
道
本
部
社
会
担
当
部
長
　
編
集

局
次
長
を
経
て
　
６
月
か
ら
現
職
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を
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・
復
興
の
ゴ
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ル
と

言
う
の
か
は
分
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な
い
。
け
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ど
も
、

そ
こ
に
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程
度
近
づ
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た
の
で
は
な

い
か

―
。
完
成
し
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４
月
14
日
付
の

「
熊
本
地
震
10
年
」特
集
を
見
て
、
そ
う

思
っ
た
。
熊
本
地
震
の
前
震
が
起
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た
の

は
、
２
０
１
６
年
の
こ
の
日
。
特
集
１
㌻

目
の
大
見
出
し
は
、
願
い
も
込
め
て「
復

興
の
道
　
未
来
へ
続
け
」と
つ
け
た
。

３
カ
月
半
た
っ
た
７
月
28
日
。
後
ろ
髪

を
つ
か
ま
れ
、
10
年
間
歩
ん
で
き
た
道
の

り
の
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
一
気
に
引
き
ず

ら
れ
る
よ
う
な
錯
覚
に
陥
っ
た
。
大
き
な

揺
れ
が
落
ち
着
き
、
テ
レ
ビ
で
確
認
し
た

最
大
震
度
は
ま
た
し
て
も
７
だ
っ
た
。

編
集
局
フ
ロ
ア
で
取
り
乱
し
て
い
る
人

は
い
な
か
っ
た
。
地
域
報
道
本
部
の
デ
ス

ク
ら
は
粛
々
と
、
震
度
７
を
観
測
し
た
地

域
を
担
当
す
る
宇
城
総
局
、
八
代
支
社
に

電
話
を
か
け
始
め
た
。
常
設
し
て
あ
る
ホ

ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
は
取
材
態
勢
が
一
目
で

分
か
る
よ
う
、
取
材
先
や
記
者
の
名
前
が

次
々
と
書
き
込
ま
れ
た
。

行
方
不
明
者
の
生
存
率
が
著
し
く
下
が

る
と
さ
れ
る「
発
生
後
72
時
間
」は
爆
発

事
故
の
あ
っ
た
イ
オ
ン
モ
ー
ル
熊
本
を
中

心
に
、
救
出
現
場
の
取
材
に
注
力
し
た
。

そ
の
後
は
車
中
泊
や
軒
先
避
難
と
い
っ
た

過
酷
な
避
難
の
実
情
を
伝
え
た
。「
余
震

が
怖
い
」「
周
り
に
迷
惑
を
か
け
る
」と
い

う
理
由
で
指
定
避
難
所
を
利
用
し
な
い
人

が
い
る
こ
と
は
、
10
年
前
の
経
験
か
ら
分

か
っ
て
い
た
。

10
年
前
と
大
き
く
違
う
の
は
、
災
害
級

の
暑
さ
の
中
で
被
災
し
た
こ
と
だ
。
加
え

て
断
水
は
約
10
万
８
千
戸
に
上
っ
た
。
暑

さ
と
水
不
足
が
災
害
関
連
死
を
引
き
起
こ

し
か
ね
な
い
と
警
戒
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

恐
れ
て
い
た
こ
と
が
起
き
た
。車
中
泊
を

し
て
い
た
70
代
女
性
が
熱
中
症
の
疑
い
で

死
亡
し
た
。
こ
の
地
震
で
初
め
て
の
関
連

死
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
。

生
活
関
連
情
報
は
電
子
版
に

災
害
関
連
死
の
多
さ
は
、
16
年
の
地
震

の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
だ
。
全
て
の
犠
牲

者
の
８
割
を
関
連
死
が
占
め
た
。
今
回
、

報
道
を
通
じ
て
関
連
死
を
減
ら
す
こ
と

は
、
発
災
当
初
か
ら
編
集
局
の
共
通
認
識

と
な
っ
た
。
専
門
家
へ
の
取
材
を
基
に
熱

中
症
や
エ
コ
ノ
ミ
ー
ク
ラ
ス
症
候
群
な
ど

の
予
防
を
呼
び
か
け
る「
い
の
ち
守
る
」

は
、
発
災
２
日
目
に
出
稿
を
始
め
た
。

現
場
の
記
者
た
ち
が
創
意
工
夫
し
、
大

量
の
記
事
を
出
し
て
く
れ
る
一
方
、
掲
載

ス
ペ
ー
ス
は
大
幅
に
制
限
さ
れ
た
。
八
代

市
の
日
本
製
紙
八
代
工
場
が
甚
大
な
被
害

を
受
け
、
新
聞
用
紙
の
安
定
確
保
が
困
難

に
な
っ
た
た
め
だ
。

20
～
28
㌻
だ
っ
た
紙
面
は
原
則
16
㌻
と

な
っ
た
。
文
化
面
や
暮
ら
し
面
を
休
む
な

ど
し
、
地
震
関
連
の
記
事
を
な
る
べ
く
多

く
収
容
す
る
よ
う
に
し
た
。そ
う
し
た
中
、

給
水
や
災
害
ご
み
の
搬
入
と
い
っ
た
生
活

関
連
情
報
は
、
ク
ロ
ス
メ
デ
ィ
ア
局
が
引

き
受
け
て
電
子
版
で
次
々
と
発
信
し
た
。

10
年
前
は
記
者
が
取
材
し
、
紙
面
に
反
映

さ
せ
て
い
た
。

遺
族
の
意
向 

最
優
先
に
取
材

神
経
を
使
う
犠
牲
者
遺
族
の
取
材
を
巡

っ
て
は
、
過
去
の
災
害
を
経
験
し
て
得
た

編
集
局
内
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
。
優

先
す
る
の
は
遺
族
の
意
向
。
取
材
を
拒
ま

れ
た
ら
速
や
か
に
引
き
下
が
り
、
次
の
機

会
ま
で
待
つ
。
犠
牲
者
の
写
真
を
知
人
や

共
同
通
信
か
ら
手
に
入
れ
て
も
、
遺
族
の

同
意
が
な
け
れ
ば
掲
載
し
な
い
。
そ
の
結

論
に
至
っ
た
の
は
、
多
く
の
同
僚
が
記
者

で
あ
る
前
に
同
じ
県
民
で
あ
る
こ
と
を
意

識
し
た
結
果
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

「
な
ぜ
、
ま
た
熊
本
が
…
」と
い
う
思

い
を
拭
い
切
れ
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ば

か
り
考
え
て
い
て
も
仕
方
が
な
い
。
10
年

前
の
前
震
と
本
震
、
そ
し
て
今
回
と
、
震

度
７
を
足
元
で
３
回
経
験
し
た
新
聞
社
は

熊
日
し
か
な
い
。
10
年
前
は
手
探
り
状
態

で
見
え
な
か
っ
た
課
題
や
、
見
つ
け
る
の

に
時
間
が
か
か
っ
た
課
題
も
、
今
回
は
早

く
見
つ
か
る
か
も
し
れ
な
い
。
被
災
者
の

こ
と
を
第
一
に
考
え
、
課
題
を
一
つ
一
つ

社
会
に
問
う
て
い
き
た
い
。

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

家屋が倒壊した熊本県氷川町の被災地。暑さで道路が水面のように見え
る「逃げ水現象」が現れた（８月３日午後２時55分ごろ/熊本日日新聞社提供）

い
し
ぬ
き
・
き
ん
や
▼
1
9
9
3
年
入
社
　
編

集
局
地
域
報
道
本
部
社
会
担
当
部
長
　
編
集

局
次
長
を
経
て
　
６
月
か
ら
現
職
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史
上
初
の
消
費
税
減
税
決
定�

齊
藤
　
慎
一
朗（
テ
レ
ビ
東
京
政
治
部
平
河
キ
ャ
ッ
プ
）

「
力
技
」で
自
民
党
内
圧
倒

税
調
会
長
一
任
の
シ
ナ
リ
オ

政
府
は
来
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
食
料

品
の
消
費
税
を
８
％
か
ら
１
％
に
引
き
下

げ
る
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。
た
だ
減
税

に
は
、
自
民
党
の
財
政
規
律
派
の
議
員
を

中
心
に
反
対
が
根
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め

自
民
党
所
属
の
す
べ
て
の
国
会
議
員
が
参

加
で
き
る「
平
場
」の
会
合
で
、
減
税
が

了
承
さ
れ
る
か
が
焦
点
と
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
結
果
は
、
賛
成
65
、
反
対
９
、
中
立

１
と
、
減
税
賛
成
派
が
圧
倒
し
、
了
承
さ

れ
た
。

消
費
税
１
％
案
を
党
内
に
諮
る
前
、
自

民
党
の
閣
僚
経
験
者
は「
党
内
は
力
技
で

行
け
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」と
話
し
て
い

た
。
そ
の「
力
技
」が
発
揮
さ
れ
た
の
が

８
月
３
日
の
税
制
調
査
会
な
ど
の
合
同
会

議
だ
。
事
前
取
材
で
は
、
こ
の
２
日
後
に

開
く
総
務
会
に
向
け
て
、
翌
４
日
の
午
前

と
午
後
も
合
同
会
議
を
開
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
た
。
会
議
に
は
減
税
に
反
対
す

る
石
破
茂
前
首
相
、
古
川
禎
久
幹
事
長
代

理
、小
渕
優
子
元
経
産
大
臣
ら
も
出
席
し
、

３
日
に
一
任
を
と
る
の
は
困
難
だ
と
み
ら

れ
て
い
た
。

「
イ
ン
ナ
ー
」の
存
在
感
低
下

た
だ
会
議
の
外
で
漏
れ
聞
こ
え
て
き
た

の
は
、
若
手
議
員
を
中
心
と
し
た「
小
野

寺
五
典
議
長
に
一
任
す
る
」と
の
声
だ
っ

た
。
賛
成
派
は
衆
院
選
の
公
約
実
現
の
重

要
性
を
訴
え
、
発
言
後
に
は
拍
手
が
沸
い

た
。
一
方
、
反
対
議
員
の
発
言
に
は
拍
手

は
ま
ば
ら
で
、
反
対
派
の
一
部
は
途
中
退

出
し
た
。
自
民
党
関
係
者
は
会
合
後「
一

任
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
で
き
て
い
た
」と
明

か
し
た
。
こ
の
日
の
午
前
中
に
党
側
か
ら

一
任
を
取
れ
る
と
の
連
絡
が
小
野
寺
税
制

調
査
会
長
と
田
村
憲
久
・
社
会
保
障
制
度

調
査
会
長
に
入
っ
た
と
い
う
。
ま
た「
会

議
で
の
発
言
は
一
言
一
句
メ
モ
し
て
官
邸

に
上
げ
る
。
若
手
に
と
っ
て
は
高
市
早
苗

首
相
へ
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
だ
」（
自
民
党

関
係
者
）と
も
語
っ
た
。閣
僚
経
験
者
は

「
た
く
さ
ん
賛
成
議
員
を
呼
べ
ば
勝
て
る
。

そ
れ
だ
け
の
話
だ
」と「
力
技
」の
真
意
を

明
か
し
た
。
こ
の
２
日
後
、
自
民
党
の
総

務
会
で
、
消
費
税
減
税
が
正
式
に
了
承
さ

れ
た
。

今
回
の
党
内
プ
ロ
セ
ス
の
あ
り
方
に
、

自
民
党
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
は「
税
調
イ
ン

ナ
ー
の
格
も
落
ち
た
」と
話
し
、
税
調
の

幹
部
会
合
、
い
わ
ゆ
る「
イ
ン
ナ
ー
」の

存
在
感
低
下
を
指
摘
し
た
。
イ
ン
ナ
ー
は

首
相
も
口
出
し
が
で
き
な
い
聖
域
と
さ
れ

て
き
た
。
た
だ
今
回
、
減
税
の
実
現
に
向

け
て
、
党
内
、
そ
し
て
野
党
と
の
調
整
役

を
担
っ
た
の
は
税
調
会
長
の
小
野
寺
氏

だ
。
小
野
寺
氏
自
身
は
財
政
規
律
を
重
視

し
減
税
慎
重
派
だ
。
そ
れ
で
も
高
市
首
相

の
方
針
に
反
発
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ

に「
政
高
党
低
」を
表
す
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の
意
思
決
定
だ
っ
た
。

「
早
苗
シ
ョ
ッ
ク
」が
気
が
か
り

高
市
首
相
に
と
っ
て
次
の
ハ
ー
ド
ル
は

秋
の
臨
時
国
会
で
の
法
案
審
議
だ
。
少
数

与
党
の
参
議
院
で
は
野
党
の
賛
成
が
不
可

欠
。
超
党
派
の「
国
民
会
議
」で
は
、
日

本
保
守
党
以
外
の
す
べ
て
の
野
党
が
減
税

に
反
対
し
て
い
る
。
自
民
党
が
連
立
拡
大

を
模
索
し
、
水
面
下
で
接
触
し
て
い
た
国

民
民
主
党
も
消
費
税
減
税
に
反
対
で
、
連

立
拡
大
は
遠
の
い
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
中
道
改
革
連
合
、
立
憲
民

主
党
、
公
明
党
の
３
党
が
賛
成
に
回
る
と

の
見
方
が
あ
る
。
特
に
立
憲
民
主
党
は
２

０
２
５
年
の
参
院
選
で「
１
年
間
の
食
料

品
消
費
税
ゼ
ロ
」と「
給
付
付
き
税
額
控

除
の
実
施
」を
掲
げ
て
い
る
。
減
税
法
案

に
反
対
す
る
場
合
、
国
民
に
ど
う
説
明
す

る
の
か
。
あ
る
自
民
党
税
調
幹
部
は「
野

党
は
反
対
し
続
け
れ
ば
、
来
年
の
統
一
地

方
選
で
減
税
を
訴
え
ら
れ
な
い
。
政
党
支

持
率
も
低
迷
す
る
な
か
、
野
党
に
危
機
感

が
広
が
っ
て
い
る
」と
話
し
、
野
党
が
賛

成
に
回
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

市
場
の
圧
力
も
高
市
政
権
に
と
っ
て
気

が
か
り
と
な
る
。
８
月
18
日
、
東
京
債
券

市
場
で
長
期
金
利
の
指
標
と
な
る
新
発
10

年
物
国
債
の
利
回
り
が
一
時
２
・
９
４
５

％
ま
で
上
昇
し
、
節
目
の
３
％
が
視
野
に

入
っ
た
。
政
府
関
係
者
は
、
今
後
、
財
政

悪
化
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
長
期
金

利
が
上
昇
し
た
場
合
、
高
市
首
相
は「
早

苗
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
気
に
し

て
い
る
」と
指
摘
す
る
。
高
市
首
相
は
減

税
の
財
源
を「
赤
字
国
債
に
頼
ら
な
い
」

と
強
調
し
て
い
る
が
、
２
年
間
で
約
10
兆

円
の
財
源
を
具
体
的
に
ど
う
確
保
し
、
市

場
の
信
認
を
得
ら
れ
る
か
が
今
後
の
焦
点

と
な
る
。�

（
８
月
1９
日
記
）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

自民党本部で行われた自民党税制調査会と社会保障
制度調査会の合同会議（８月３日/テレビ東京提供）

さ
い
と
う
・
し
ん
い
ち
ろ
う
▼
2
0
2
2
年
中

途
入
社
　
Ｗ
Ｂ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
官
邸
担

当
　
外
務
・
防
衛
担
当
を
経
て
　
１
月
か
ら
現

職
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皇
室
典
範
の
改
正�

野
口
　
武
則（
毎
日
新
聞
論
説
委
員
）

継
承
問
題 

保
守
派
立
て
一
歩

「
女
性
天
皇
」へ
の
道
筋
に
も

皇
室
典
範
が
改
正
さ
れ
、
女
性
皇
族
が

結
婚
後
も
皇
室
に
残
る
こ
と
と
、
旧
宮
家

出
身
の
男
系
男
子
を
養
子
と
し
て
皇
族
に

迎
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
私
は
小

泉
純
一
郎「
総
理
番
」だ
っ
た
２
０
０
５

年
以
来
、
取
材
を
続
け
て
き
た
。
皇
位
継

承
問
題
が
よ
う
や
く
動
き
出
し
た
第
一
歩

と
し
て
、
一
定
の
評
価
を
し
た
い
。

想
定
超
え
た
保
守
派
の
反
対

側
室
制
度
が
な
い
中
で
男
系
継
承
を
持

続
す
る
こ
と
は
困
難
だ
。
小
泉
政
権
下
で

ま
と
め
ら
れ
た
05
年
報
告
書
は
、
安
定
的

な
継
承
に
は
女
性
・
女
系
天
皇
の
容
認
が

不
可
避
だ
と
結
論
づ
け
た
。

と
こ
ろ
が
、
先
例
の
な
い
女
系
天
皇
に

自
民
党
保
守
派
が
反
発
し
、
当
時
官
房
長

官
だ
っ
た
安
倍
晋
三
元
首
相
も
同
調
し

た
。
問
題
の
根
本
は
解
決
さ
れ
な
い
ま
ま

議
論
は
棚
上
げ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

当
時
の
官
邸
官
僚
は
振
り
返
る
。「
安

定
的
継
承
を
論
理
的
に
考
え
た
ら
女
系
天

皇
し
か
な
い
と
の
結
論
だ
っ
た
が
、
反
対

運
動
が
想
定
以
上
で
慌
て
た
。
話
を
わ
か

り
や
す
く
し
過
ぎ
て
し
ま
い
、
反
対
派
へ

の
配
慮
を
欠
い
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
」

20
年
余
の
永
田
町
取
材
か
ら
、
自
民
中

心
の
日
本
政
治
に
お
い
て
、
保
守
派
の
存

在
を
無
視
で
き
な
い
と
痛
感
し
た
。
米
国

の
日
本
研
究
者
ケ
ネ
ス
・
ル
オ
フ
氏
は

「
強
固
な
意
志
を
持
っ
た
少
数
派
が
受
動

的
な
多
数
派
を
打
ち
負
か
す
」構
図（
日

経
新
聞
、
７
月
６
日
）と
解
説
す
る
。

取
材
を
通
じ
て
思
う
の
は
、
男
系
継
承

こ
そ
天
皇
の
正
統
性
の
根
拠
だ
と
考
え
る

保
守
派
に
と
っ
て
、女
系
天
皇
の
容
認
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
の
敗
戦
を
受
け
入
れ
た

ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
受
諾
に
等
し
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
受
諾
に
抵
抗
し
た
陸
軍
将
校

の
心
理
を
、
半
藤
一
利
著『
日
本
の
い
ち

ば
ん
長
い
日
』は
以
下
の
よ
う
に
記
す
。

「
万
世
一
系
の
天
皇
を
戴
く
君
主
制
こ

そ
日
本
の
国
体
で
あ
り
、
そ
れ
を
護
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
か
れ
ら
に
あ
っ

て
は
、
そ
の
天
皇
の
一
人
に
過
ぎ
ぬ
裕
仁

天
皇（
昭
和
天
皇
）よ
り
、
国
体
が
優
先

す
る
の
で
あ
る
」

眼
前
に
い
る
人
間
と
し
て
の
天
皇
で
は

な
く
、
歴
史
的
な
存
在
と
し
て
の
天
皇
を

思
い
描
い
て
い
る
。
思
想
信
条
に
関
わ
る

た
め
、
論
理
で
説
得
す
る
の
は
難
し
い
。

「
象
徴
」の
前
提 

幅
広
い
支
持

日
本
国
憲
法
は
、
天
皇
は「
国
民
統
合

の
象
徴
」で
、そ
の
地
位
は「
国
民
の
総
意

に
基
づ
く
」と
定
め
る
。
陸
軍
将
校
が
抱

い
た
天
皇
像
か
ら
転
換
し
て
い
る
。だ
が
、

少
数
で
あ
っ
て
も
保
守
派
が
一
定
程
度
納

得
し
な
け
れ
ば
世
論
の
分
断
を
招
き
、
幅

広
い
支
持
が
前
提
と
な
る
象
徴
天
皇
と
し

て
の
正
統
性
が
揺
ら
ぎ
か
ね
な
い
。

今
回
の
改
正
は
、
養
子
を
可
能
と
し
て

男
系
継
承
を
今
後
も
続
け
る
内
容
と
な
っ

た
。
一
方
、
将
来
の
女
系
天
皇
ま
で
視
野

に
入
れ
た
の
が
05
年
報
告
書
だ
。
現
状
で

考
え
ら
れ
る
皇
位
継
承
策
の
設
計
図
は
出

そ
ろ
っ
た
。
あ
と
は
時
間
軸
と
政
治
状
況

に
合
わ
せ
、
ど
の
案
を
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
実
現
す
る
か
政
治
の
判
断
に
な
る
。

実
は
保
守
派
も
、
将
来
に
わ
た
っ
て
女

性
・
女
系
天
皇
を
否
定
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
第
２
次
安
倍
政
権
の
衛
藤
晟
一

首
相
補
佐
官
は
、
女
性
宮
家
創
設
は「
万

策
尽
き
た
ら
あ
り
得
る
か
も
し
れ
な
い
」

（
17
年
５
月
26
日
、
Ｂ
Ｓ
フ
ジ
番
組
）と
語

っ
た
。
保
守
派
を
代
表
す
る
百
地
章
・
日

本
大
名
誉
教
授
も
05
年
の
著
書
で「
万
一

の
場
合
に
は
、
女
帝
さ
ら
に
は
女
系
の
選

択
も
あ
り
得
る
」が
、
そ
の
前
に
養
子
を

検
討
す
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い
た
。

養
子
を
受
け
入
れ
る
皇
族
や
手
を
挙
げ

る
男
子
が
い
る
の
か
、
現
状
で
は
確
認
さ

れ
て
い
な
い
。
そ
れ
で
も
養
子
を
可
能
と

し
た
の
は
、
ま
ず
は
女
性
天
皇
容
認
に
か

じ
を
切
る
に
際
し
、
保
守
派
を
納
得
さ
せ

る
た
め
に
必
要
な
手
続
き
の
一
環
な
の
だ

ろ
う
。
政
府
担
当
者
も
そ
れ
を
承
知
し
て

い
る
は
ず
だ
。
今
回
の
改
正
で
、
そ
の
プ

ロ
セ
ス
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

養
子
が
実
現
す
る
か
ど
う
か
、
数
年
も

経
て
ば
め
ど
が
見
え
て
く
る
。
30
年
後
に

次
の
検
討
を
始
め
る
の
で
は
遅
す
ぎ
る
。

天皇誕生日の一般参賀で、集まった人たちに手を振られる天
皇、皇后両陛下の長女愛子さまと秋篠宮ご夫妻の次女佳子
さま、長男悠仁さま（２月23日/皇居・宮殿東庭/毎日新聞社提供）

の
ぐ
ち
・
た
け
の
り
▼
2
0
0
0
年
入
社
　
秋

田
支
局
を
経
て
　
05
年
に
政
治
部
　
小
泉
、

野
田
、
第
２
次
安
倍
政
権
の
官
邸
で
皇
室
問

題
を
担
当
　
著
書
に『
元
号
戦
記
』『
宮
内
官

僚
　
森
鷗
外
』（
角
川
新
書
）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス



9⃝日本記者クラブ会報　2026.9.10　No.679

史
上
初
の
消
費
税
減
税
決
定�

齊
藤
　
慎
一
朗（
テ
レ
ビ
東
京
政
治
部
平
河
キ
ャ
ッ
プ
）

「
力
技
」で
自
民
党
内
圧
倒

税
調
会
長
一
任
の
シ
ナ
リ
オ

政
府
は
来
年
４
月
か
ら
２
年
間
、
食
料

品
の
消
費
税
を
８
％
か
ら
１
％
に
引
き
下

げ
る
方
針
を
閣
議
決
定
し
た
。
た
だ
減
税

に
は
、
自
民
党
の
財
政
規
律
派
の
議
員
を

中
心
に
反
対
が
根
強
か
っ
た
。
そ
の
た
め

自
民
党
所
属
の
す
べ
て
の
国
会
議
員
が
参

加
で
き
る「
平
場
」の
会
合
で
、
減
税
が

了
承
さ
れ
る
か
が
焦
点
と
さ
れ
て
い
た
。

た
だ
結
果
は
、
賛
成
65
、
反
対
９
、
中
立

１
と
、
減
税
賛
成
派
が
圧
倒
し
、
了
承
さ

れ
た
。

消
費
税
１
％
案
を
党
内
に
諮
る
前
、
自

民
党
の
閣
僚
経
験
者
は「
党
内
は
力
技
で

行
け
る
か
ら
大
丈
夫
だ
」と
話
し
て
い

た
。
そ
の「
力
技
」が
発
揮
さ
れ
た
の
が

８
月
３
日
の
税
制
調
査
会
な
ど
の
合
同
会

議
だ
。
事
前
取
材
で
は
、
こ
の
２
日
後
に

開
く
総
務
会
に
向
け
て
、
翌
４
日
の
午
前

と
午
後
も
合
同
会
議
を
開
く
こ
と
が
想
定

さ
れ
て
い
た
。
会
議
に
は
減
税
に
反
対
す

る
石
破
茂
前
首
相
、
古
川
禎
久
幹
事
長
代

理
、小
渕
優
子
元
経
産
大
臣
ら
も
出
席
し
、

３
日
に
一
任
を
と
る
の
は
困
難
だ
と
み
ら

れ
て
い
た
。

「
イ
ン
ナ
ー
」の
存
在
感
低
下

た
だ
会
議
の
外
で
漏
れ
聞
こ
え
て
き
た

の
は
、
若
手
議
員
を
中
心
と
し
た「
小
野

寺
五
典
議
長
に
一
任
す
る
」と
の
声
だ
っ

た
。
賛
成
派
は
衆
院
選
の
公
約
実
現
の
重

要
性
を
訴
え
、
発
言
後
に
は
拍
手
が
沸
い

た
。
一
方
、
反
対
議
員
の
発
言
に
は
拍
手

は
ま
ば
ら
で
、
反
対
派
の
一
部
は
途
中
退

出
し
た
。
自
民
党
関
係
者
は
会
合
後「
一

任
へ
の
シ
ナ
リ
オ
は
で
き
て
い
た
」と
明

か
し
た
。
こ
の
日
の
午
前
中
に
党
側
か
ら

一
任
を
取
れ
る
と
の
連
絡
が
小
野
寺
税
制

調
査
会
長
と
田
村
憲
久
・
社
会
保
障
制
度

調
査
会
長
に
入
っ
た
と
い
う
。
ま
た「
会

議
で
の
発
言
は
一
言
一
句
メ
モ
し
て
官
邸

に
上
げ
る
。
若
手
に
と
っ
て
は
高
市
早
苗

首
相
へ
の
ア
ピ
ー
ル
タ
イ
ム
だ
」（
自
民
党

関
係
者
）と
も
語
っ
た
。閣
僚
経
験
者
は

「
た
く
さ
ん
賛
成
議
員
を
呼
べ
ば
勝
て
る
。

そ
れ
だ
け
の
話
だ
」と「
力
技
」の
真
意
を

明
か
し
た
。
こ
の
２
日
後
、
自
民
党
の
総

務
会
で
、
消
費
税
減
税
が
正
式
に
了
承
さ

れ
た
。

今
回
の
党
内
プ
ロ
セ
ス
の
あ
り
方
に
、

自
民
党
の
ベ
テ
ラ
ン
議
員
は「
税
調
イ
ン

ナ
ー
の
格
も
落
ち
た
」と
話
し
、
税
調
の

幹
部
会
合
、
い
わ
ゆ
る「
イ
ン
ナ
ー
」の

存
在
感
低
下
を
指
摘
し
た
。
イ
ン
ナ
ー
は

首
相
も
口
出
し
が
で
き
な
い
聖
域
と
さ
れ

て
き
た
。
た
だ
今
回
、
減
税
の
実
現
に
向

け
て
、
党
内
、
そ
し
て
野
党
と
の
調
整
役

を
担
っ
た
の
は
税
調
会
長
の
小
野
寺
氏

だ
。
小
野
寺
氏
自
身
は
財
政
規
律
を
重
視

し
減
税
慎
重
派
だ
。
そ
れ
で
も
高
市
首
相

の
方
針
に
反
発
は
で
き
な
か
っ
た
。
ま
さ

に「
政
高
党
低
」を
表
す
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

型
の
意
思
決
定
だ
っ
た
。

「
早
苗
シ
ョ
ッ
ク
」が
気
が
か
り

高
市
首
相
に
と
っ
て
次
の
ハ
ー
ド
ル
は

秋
の
臨
時
国
会
で
の
法
案
審
議
だ
。
少
数

与
党
の
参
議
院
で
は
野
党
の
賛
成
が
不
可

欠
。
超
党
派
の「
国
民
会
議
」で
は
、
日

本
保
守
党
以
外
の
す
べ
て
の
野
党
が
減
税

に
反
対
し
て
い
る
。
自
民
党
が
連
立
拡
大

を
模
索
し
、
水
面
下
で
接
触
し
て
い
た
国

民
民
主
党
も
消
費
税
減
税
に
反
対
で
、
連

立
拡
大
は
遠
の
い
て
い
る
。

そ
ん
な
中
、
中
道
改
革
連
合
、
立
憲
民

主
党
、
公
明
党
の
３
党
が
賛
成
に
回
る
と

の
見
方
が
あ
る
。
特
に
立
憲
民
主
党
は
２

０
２
５
年
の
参
院
選
で「
１
年
間
の
食
料

品
消
費
税
ゼ
ロ
」と「
給
付
付
き
税
額
控

除
の
実
施
」を
掲
げ
て
い
る
。
減
税
法
案

に
反
対
す
る
場
合
、
国
民
に
ど
う
説
明
す

る
の
か
。
あ
る
自
民
党
税
調
幹
部
は「
野

党
は
反
対
し
続
け
れ
ば
、
来
年
の
統
一
地

方
選
で
減
税
を
訴
え
ら
れ
な
い
。
政
党
支

持
率
も
低
迷
す
る
な
か
、
野
党
に
危
機
感

が
広
が
っ
て
い
る
」と
話
し
、
野
党
が
賛

成
に
回
る
可
能
性
を
指
摘
し
て
い
る
。

市
場
の
圧
力
も
高
市
政
権
に
と
っ
て
気

が
か
り
と
な
る
。
８
月
18
日
、
東
京
債
券

市
場
で
長
期
金
利
の
指
標
と
な
る
新
発
10

年
物
国
債
の
利
回
り
が
一
時
２
・
９
４
５

％
ま
で
上
昇
し
、
節
目
の
３
％
が
視
野
に

入
っ
た
。
政
府
関
係
者
は
、
今
後
、
財
政

悪
化
の
懸
念
な
ど
か
ら
、
さ
ら
に
長
期
金

利
が
上
昇
し
た
場
合
、
高
市
首
相
は「
早

苗
シ
ョ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
こ
と
を
気
に
し

て
い
る
」と
指
摘
す
る
。
高
市
首
相
は
減

税
の
財
源
を「
赤
字
国
債
に
頼
ら
な
い
」

と
強
調
し
て
い
る
が
、
２
年
間
で
約
10
兆

円
の
財
源
を
具
体
的
に
ど
う
確
保
し
、
市

場
の
信
認
を
得
ら
れ
る
か
が
今
後
の
焦
点

と
な
る
。�

（
８
月
1９
日
記
）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート

自民党本部で行われた自民党税制調査会と社会保障
制度調査会の合同会議（８月３日/テレビ東京提供）

さ
い
と
う
・
し
ん
い
ち
ろ
う
▼
2
0
2
2
年
中

途
入
社
　
Ｗ
Ｂ
Ｓ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
　
官
邸
担

当
　
外
務
・
防
衛
担
当
を
経
て
　
１
月
か
ら
現

職
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奈 良発� 地元メディアの視点から

「
や
っ
と
こ
こ
に
た
ど
り
着
け
た
」。
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
審
議
が
中
継

さ
れ
た
奈
良
県
明
日
香
村
の
中
央
公
民
館

に
は
朝
か
ら
村
民
ら
約
２
０
０
人
が
詰
め

掛
け
た
。
喜
び
に
沸
く
会
場
で
、
村
世
界

遺
産
戦
略
課
の
木き

治じ

準の
り

宝た
か

課
長
は
長
い
道

の
り
を
振
り
返
っ
た
。

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」が
世
界
遺
産

候
補
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
の
は
２
０

０
７
年
。
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

や
富
士
山
な
ど
四
つ
の
候
補
と〝
同
期
〟

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
1９
年
。
県
知
事
を
は

じ
め
関
係
２
市
１
村
の
首
長
に
当
時
と
同

じ
顔
は
な
く
、
文
化
財
関
係
者
の
中
に
も

登
録
を
危
ぶ
む
声
が
あ
っ
た
。

古
墳
を
除
け
ば
寺
院
跡
や
宮
跡
な
ど
構

成
資
産
の
多
く
が
地
中
に
埋
も
れ
、
地
上

に
あ
る
の
は
礎
石
だ
っ
た
り
土
壇
だ
っ
た

り
す
る
か
ら
だ
。
国
宝
の
高
松
塚
古
墳
と

キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
は
劣
化
の
た
め
石
室

か
ら
取
り
出
さ
れ
た
。
藤
原
宮
跡
と
時
代

的
に
接
続
す
る
平
城
宮
跡
が「
古
都
奈
良

の
文
化
財
」と
し
て
既
に
登
録
さ
れ
て
い

る
の
も
懸
念
材
料
だ
っ
た
。

■
イ
コ
モ
ス
の
評
価
は「
満
点
」

先
が
見
通
せ
な
い
中
、
県
や
市
村
の
担

当
者
は
協
議
を
重
ね
、
当
初
28
件
だ
っ
た

構
成
資
産
は
1９
件
に
絞
り
込
ま
れ
た
。
飛

鳥
時
代
の
日
本
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
交
流

を
重
ね
る
中
で
中
央
集
権
国
家
を
誕
生
さ

せ
、
そ
の
政
治
体
制
が
藤
原
宮
で
具
現
化

し
た
こ
と
を
構
成
資
産
の
軸
と
し
て
明
確

に
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
の
可
否
を
勧
告
す
る

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ
コ
モ
ス
）の

評
価
は「
満
点
」と
も
言
え
る
も
の
だ
っ

た
。
構
成
資
産
の
真
実
性
は「
い
ず
れ
も

満
た
さ
れ
て
い
る
」と
し
、
世
界
遺
産
一

覧
表
へ
の
記
載
を
勧
告
し
た
。
遺
構
が
地

下
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
に
働
い

た
。７

月
26
日
。
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
は
満
場
一
致
で

登
録
を
決
め
た
。
中
継
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
っ
た
奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
で
は
く
す

玉
が
割
ら
れ
、
参
加
者
が
万
歳
三
唱
で
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

明
日
香
村
の
森
川
裕
一
村
長
は「
登
録

は
並
大
抵
の
努
力
で
は
な
か
っ
た
」と
関

係
者
を
ね
ぎ
ら
い
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

Ｏ
Ｂ
で
登
録
推
進
協
議
会
の
専
門
委
員
長

を
務
め
た
木
下
正
史
・
東
京
学
芸
大
名
誉

教
授
は「
私
の
人
生
の
中
で
一
番
感
慨
を

覚
え
た
日
」と
感
動
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

登
録
を
受
け
、
地
元
で
は
新
し
い
土
産

物
が
次
々
と
売
り
出
さ
れ
、
近
畿
日
本
鉄

道
が
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
を
車
体
に
描
い
た

「
飛
鳥
・
藤
原
四
神
ラ
イ
ナ
ー
」を
走
ら

せ
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

■
か
つ
て
は
村
を
二
分
す
る
議
論

た
だ
、
多
く
の
関
係
者
が
口
を
そ
ろ
え

る
よ
う
に
、
世
界
遺
産
登
録
は
始
ま
り
で

あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
明
日
香
村
で

は
か
つ
て
、
保
存
か
開
発
か
で
村
を
二
分

す
る
議
論
が
あ
っ
た
。「
観
光
客
は
村
と

無
縁
の
人
々
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
と
合
わ

せ
て
発
展
し
て
い
く
権
利
が
あ
る
」「
宿
命

と
い
う
だ
け
で
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

は
困
る
」。
１
９
７
０
年
５
月
の「
村
民

会
議
」を
報
じ
た
大
和
タ
イ
ム
ス（
現
奈

良
新
聞
）に
は
、
参
加
者
の
切
実
な
声
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
年
、
同
村
の
漢
方
医
、
御み

井い

敬
三

さ
ん
は
肉
声
の
録
音
テ
ー
プ「
声
の
直
訴

状
」を
佐
藤
栄
作
首
相
に
送
り
、「
日
本

の
心
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
」の
保
存
を
求
め

た
。
明
日
香
村
特
別
措
置
法（
明
日
香
法
）

の
制
定
は
10
年
後
。
全
村
で
土
地
利
用
を

規
制
す
る
一
方
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
進

め
、「
保
存
と
生
活
」を
両
立
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。

村
民
の
葛
藤
と
努
力
の
上
に
現
在
の
景

観
が
あ
り
、
そ
の
努
力
な
く
し
て
世
界
遺

産
登
録
は
な
か
っ
た
。
登
録
を
今
後
の
村

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の

か
、
農
業
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
く
中
、

農
村
景
観
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

の
か
、
半
世
紀
に
わ
た
る
努
力
を
未
来
へ

と
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
は
託
さ
れ
た
ば
か
り

だ
。�

（
８
月
23
日
記
）

増山　和樹
（奈良新聞社論説委員）

新・列島報告�　奈良県
「飛鳥・藤原の宮都」世界遺産に登録

景観保全の努力が結実
構成資産を絞って奏功

ま
す
や
ま
・
か
ず
き
▼
1
9
9
1
年
入
社
　
橿

原
支
局
　
奈
良
市
政
担
当
　
文
化
担
当
な
ど

を
経
て
　
2
0
1
8
年
か
ら
現
職

パブリックビューイングの会場で万歳三唱で登録を喜ぶ関係
者（７月26日/奈良県橿原市の県橿原文化会館/奈良新聞社提供）
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欧
州�

記
録
的
熱
波�

仁
熊
　
邦
貴（
Ｊ
Ｎ
Ｎ
パ
リ
支
局
長
）

パ
リ
40
度
超 

運
河
に
ダ
イ
ブ

３
度
襲
来 

７
千
人
以
上
死
亡

６
月
24
日
、
フ
ラ
ン
ス
・
パ
リ
で
は
６

月
と
し
て
は
過
去
最
高
の
40
・
６
度
を
記

録
し
ま
し
た
。
こ
の
日
、
あ
ま
り
の
暑
さ

か
ら
パ
リ
市
が
運
河
で
の
遊
泳
を
解
禁
し

て
い
て
、
取
材
に
訪
れ
る
と
、
橋
の
上
か

ら
若
者
た
ち
が
次
々
と
ダ
イ
ブ
し
、
泥
く

さ
い
臭
い
が
漂
う
緑
色
の
運
河
は
、
市
民

プ
ー
ル
か
と
見
ま
が
う
よ
う
な
光
景
が
広

が
っ
て
い
ま
し
た
。
浸
っ
て
い
る
人
に
マ

イ
ク
を
向
け
る
と「
臭
い
な
ん
て
気
に
し

な
い
、
後
で
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
れ
ば
い

い
！
」と
。
確
か
に
…
と
思
い
ま
し
た
。

私
は
関
西
出
身
で
、
蒸
し
暑
い
夏
に
は
慣

れ
て
い
る
の
で
す
が
、
パ
リ
は
湿
気
が
ほ

と
ん
ど
な
く
、
太
陽
光
が
直
接
肌
に
あ
た

る
よ
う
な
感
覚
で
、
ま
さ
に
突
き
刺
す
よ

う
な
暑
さ
。
水
で
も
浴
び
な
い
と
動
け
な

い
よ
う
な
状
況
で
し
た
。

日
本
と
パ
リ
の
夏
は
違
う
…
。
パ
リ
で

は
、
日
傘
を
さ
す
人
や
携
帯
型
の
扇
風
機

を
持
っ
て
歩
く
人
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
ま

せ
ん
。
観
光
客
も
地
元
の
人
も
、
も
っ
ぱ

ら
公
園
の
噴
水
な
ど
で
水
を
浴
び
、
シ
ャ

ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
で
は
、
設
置
さ
れ
た
ミ
ス

ト
シ
ャ
ワ
ー
の
前
に
居
座
る
人
も
…
。
こ

れ
が
パ
リ
な
ら
で
は
な
の
か
は
分
か
り
ま

せ
ん
が
、「
お
金
を
か
け
ず
に
涼
を
と

エ
ア
コ
ン
不
在 

最
大
の
問
題

取
材
の
テ
ー
マ
は「
な
ぜ
パ
リ
は
暑
い

の
か
？
」。
パ
リ
市
民
が
暑
い
と
感
じ
る

最
大
の
要
因
は
、
エ
ア
コ
ン
で
す
。
北
海

道
よ
り
も
緯
度
が
高
く
、
夏
で
も
以
前
は

30
度
ま
で
気
温
が
上
が
ら
ず
猛
暑
に
な
る

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
学
校
や
病

院
、
多
く
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
エ
ア
コ
ン

は
設
置
さ
れ
て
お
ら
ず
、
50
年
以
上
前
の

車
両
が
使
わ
れ
て
い
る
地
下
鉄
は
、
蒸
し

風
呂
状
態
で
す
。
そ
し
て
、
ア
パ
ー
ト
の

多
く
は「
オ
ス
マ
ン
建
築
」と
い
う
１
０

０
年
以
上
も
前
の
建
物
で
、
室
外
機
を
置

け
る
ベ
ラ
ン
ダ
が
な
く
、
仮
に
設
置
し
よ

う
と
し
て
も
市
の
許
可
が
必
要
で
、
景
観

の
問
題
か
ら
実
質
許
可
は
お
り
ま
せ
ん
。

で
は
夏
、
ど
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い
る

の
か
？
　
私
の
部
屋
も
撮
影
。
私
の
ア
パ

ー
ト
に
も
も
ち
ろ
ん
エ
ア
コ
ン
は
設
置
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
窓
か
ら
排
気
ダ
ク
ト

を
外
に
出
す
小
型
の
移
動
式
エ
ア
コ
ン
を

使
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
そ
の
排
気
ダ
ク

ト
の
せ
い
で
窓
が
完
全
に
は
閉
ま
り
ま
せ

ん
。
我
が
家
で
は
、
開
い
た
部
分
の
隙
間

を
布
で
覆
っ
て
い
ま
す
が
、
じ
わ
り
と
熱

風
が
入
っ
て
き
ま
す
。「
暑
い
ね
ん
！
」

と
夜
中
に
何
度
エ
ア
コ
ン
に
怒
り
を
ぶ
つ

け
た
こ
と
か
…
。

Ｊ
Ｎ
Ｎ
パ
リ
支
局
の
フ
ラ
ン
ス
人
ス
タ

ッ
フ
の
１
人
は
、
オ
ス
マ
ン
建
築
の
最
上

階
に
住
ん
で
い
ま
す
。
日
本
で
は
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
最
上
階
は
一
番
人
気
だ
と
思
い

ま
す
が
、
パ
リ
で
は
一
番
不
人
気
で
す
。

も
と
も
と
、
最
上
階
は
執
事
や
召
使
い
が

住
ん
で
い
た
部
屋
と
さ
れ
て
い
て
、
部
屋

も
狭
く
、
天
井
も
低
い
。
暑
さ
取
材
で
カ

メ
ラ
マ
ン
と
部
屋
に
入
る
と
、
天
井
か
ら

は
と
ん
で
も
な
い
熱
気
が
…
。
オ
ス
マ
ン

建
築
の
屋
根
は
熱
を
吸
収
す
る
亜
鉛
で
で

き
て
い
て
、
最
上
階
の
部
屋
は
外
よ
り
も

暑
く
な
る
の
で
す
。
想
定
外
の
熱
波
に
、

彼
は
来
年
ま
で
に
私
が
使
っ
て
い
る
移
動

式
エ
ア
コ
ン
を
買
う
こ
と
を
決
め
た
よ
う

で
す
。
果
た
し
て
効
果
は
あ
る
の
か
…
。

来
年 

大
統
領
選
の
争
点
に
も

フ
ラ
ン
ス
で
は
今
夏
、
６
月
か
ら
３
度

熱
波
に
見
舞
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
に
７
０
０

０
人
以
上
が
死
亡
し
た
と
み
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
年
は
生
中
継
や
企
画
Ｖ
Ｔ
Ｒ
、
速

報
な
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
地
の
被
害
を
例

年
以
上
に
伝
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
フ
ラ

ン
ス
の
国
会
で
は「
エ
ア
コ
ン
論
争
」も

巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。
も
は
や
暑
さ
は
命

に
関
わ
る
問
題
だ
と
す
る
エ
ア
コ
ン
推
進

派
と
、
地
球
温
暖
化
の
悪
化
を
懸
念
す
る

反
対
派
。
一
部
野
党
か
ら
は「
政
府
の
熱

波
対
策
が
不
十
分
だ
っ
た
」と
し
て
内
閣

不
信
任
案
ま
で
出
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
大

統
領
選
を
控
え
る
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
熱
波

対
策
が
争
点
の
一
つ
に
な
る
の
で
は
と
も

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

上：暑さで遊泳が解禁になったサ
ン・マルタン運河（６月24日/パリ
市内/ＪＮＮ提供）下：筆者宅の移
動式エアコン（筆者提供）

に
く
ま
・
く
に
た
か
▼
2
0
0
5
年
毎
日
放
送

入
社
　
大
阪
府
警
キ
ャッ
プ
や
神
戸
支
局
長
　

ニュ
ー
ス
や
企
画
担
当
デ
ス
ク
な
ど
を
経
て 

24

年
10
月
か
ら
現
職

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス

る
」、
そ
ん
な
少
し
日

本
と
は
違
う
光
景
が
と

て
も
興
味
深
く
、
熱
波

の
期
間
中
に
パ
リ
な
ら

で
は
の
暑
さ
を
ス
ケ
ッ

チ
す
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。



11⃝日本記者クラブ会報　2026.9.10　No.679

奈 良発� 地元メディアの視点から

「
や
っ
と
こ
こ
に
た
ど
り
着
け
た
」。
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
委
員
会
の
審
議
が
中
継

さ
れ
た
奈
良
県
明
日
香
村
の
中
央
公
民
館

に
は
朝
か
ら
村
民
ら
約
２
０
０
人
が
詰
め

掛
け
た
。
喜
び
に
沸
く
会
場
で
、
村
世
界

遺
産
戦
略
課
の
木き

治じ

準の
り

宝た
か

課
長
は
長
い
道

の
り
を
振
り
返
っ
た
。

「
飛
鳥
・
藤
原
の
宮
都
」が
世
界
遺
産

候
補
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
の
は
２
０

０
７
年
。
長
崎
の
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産

や
富
士
山
な
ど
四
つ
の
候
補
と〝
同
期
〟

だ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
1９
年
。
県
知
事
を
は

じ
め
関
係
２
市
１
村
の
首
長
に
当
時
と
同

じ
顔
は
な
く
、
文
化
財
関
係
者
の
中
に
も

登
録
を
危
ぶ
む
声
が
あ
っ
た
。

古
墳
を
除
け
ば
寺
院
跡
や
宮
跡
な
ど
構

成
資
産
の
多
く
が
地
中
に
埋
も
れ
、
地
上

に
あ
る
の
は
礎
石
だ
っ
た
り
土
壇
だ
っ
た

り
す
る
か
ら
だ
。
国
宝
の
高
松
塚
古
墳
と

キ
ト
ラ
古
墳
の
壁
画
は
劣
化
の
た
め
石
室

か
ら
取
り
出
さ
れ
た
。
藤
原
宮
跡
と
時
代

的
に
接
続
す
る
平
城
宮
跡
が「
古
都
奈
良

の
文
化
財
」と
し
て
既
に
登
録
さ
れ
て
い

る
の
も
懸
念
材
料
だ
っ
た
。

■
イ
コ
モ
ス
の
評
価
は「
満
点
」

先
が
見
通
せ
な
い
中
、
県
や
市
村
の
担

当
者
は
協
議
を
重
ね
、
当
初
28
件
だ
っ
た

構
成
資
産
は
1９
件
に
絞
り
込
ま
れ
た
。
飛

鳥
時
代
の
日
本
が
東
ア
ジ
ア
諸
国
と
交
流

を
重
ね
る
中
で
中
央
集
権
国
家
を
誕
生
さ

せ
、
そ
の
政
治
体
制
が
藤
原
宮
で
具
現
化

し
た
こ
と
を
構
成
資
産
の
軸
と
し
て
明
確

に
し
た
。

ユ
ネ
ス
コ
に
登
録
の
可
否
を
勧
告
す
る

国
際
記
念
物
遺
跡
会
議（
イ
コ
モ
ス
）の

評
価
は「
満
点
」と
も
言
え
る
も
の
だ
っ

た
。
構
成
資
産
の
真
実
性
は「
い
ず
れ
も

満
た
さ
れ
て
い
る
」と
し
、
世
界
遺
産
一

覧
表
へ
の
記
載
を
勧
告
し
た
。
遺
構
が
地

下
に
眠
っ
て
い
る
こ
と
は
プ
ラ
ス
に
働
い

た
。７

月
26
日
。
韓
国
で
開
催
さ
れ
た
ユ
ネ

ス
コ
の
世
界
遺
産
委
員
会
は
満
場
一
致
で

登
録
を
決
め
た
。
中
継
の
メ
イ
ン
会
場
と

な
っ
た
奈
良
県
橿
原
文
化
会
館
で
は
く
す

玉
が
割
ら
れ
、
参
加
者
が
万
歳
三
唱
で
喜

び
を
分
か
ち
合
っ
た
。

明
日
香
村
の
森
川
裕
一
村
長
は「
登
録

は
並
大
抵
の
努
力
で
は
な
か
っ
た
」と
関

係
者
を
ね
ぎ
ら
い
、
奈
良
文
化
財
研
究
所

Ｏ
Ｂ
で
登
録
推
進
協
議
会
の
専
門
委
員
長

を
務
め
た
木
下
正
史
・
東
京
学
芸
大
名
誉

教
授
は「
私
の
人
生
の
中
で
一
番
感
慨
を

覚
え
た
日
」と
感
動
を
隠
さ
な
か
っ
た
。

登
録
を
受
け
、
地
元
で
は
新
し
い
土
産

物
が
次
々
と
売
り
出
さ
れ
、
近
畿
日
本
鉄

道
が
キ
ト
ラ
古
墳
壁
画
を
車
体
に
描
い
た

「
飛
鳥
・
藤
原
四
神
ラ
イ
ナ
ー
」を
走
ら

せ
る
な
ど
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

■
か
つ
て
は
村
を
二
分
す
る
議
論

た
だ
、
多
く
の
関
係
者
が
口
を
そ
ろ
え

る
よ
う
に
、
世
界
遺
産
登
録
は
始
ま
り
で

あ
っ
て
ゴ
ー
ル
で
は
な
い
。
明
日
香
村
で

は
か
つ
て
、
保
存
か
開
発
か
で
村
を
二
分

す
る
議
論
が
あ
っ
た
。「
観
光
客
は
村
と

無
縁
の
人
々
。
わ
れ
わ
れ
は
社
会
と
合
わ

せ
て
発
展
し
て
い
く
権
利
が
あ
る
」「
宿
命

と
い
う
だ
け
で
社
会
か
ら
取
り
残
さ
れ
て

は
困
る
」。
１
９
７
０
年
５
月
の「
村
民

会
議
」を
報
じ
た
大
和
タ
イ
ム
ス（
現
奈

良
新
聞
）に
は
、
参
加
者
の
切
実
な
声
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。

同
じ
年
、
同
村
の
漢
方
医
、
御み

井い

敬
三

さ
ん
は
肉
声
の
録
音
テ
ー
プ「
声
の
直
訴

状
」を
佐
藤
栄
作
首
相
に
送
り
、「
日
本

の
心
の
ふ
る
さ
と
飛
鳥
」の
保
存
を
求
め

た
。
明
日
香
村
特
別
措
置
法（
明
日
香
法
）

の
制
定
は
10
年
後
。
全
村
で
土
地
利
用
を

規
制
す
る
一
方
、
生
活
基
盤
の
整
備
を
進

め
、「
保
存
と
生
活
」を
両
立
さ
せ
る
も

の
だ
っ
た
。

村
民
の
葛
藤
と
努
力
の
上
に
現
在
の
景

観
が
あ
り
、
そ
の
努
力
な
く
し
て
世
界
遺

産
登
録
は
な
か
っ
た
。
登
録
を
今
後
の
村

づ
く
り
に
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
の

か
、
農
業
の
担
い
手
が
減
っ
て
い
く
中
、

農
村
景
観
を
ど
の
よ
う
に
維
持
し
て
い
く

の
か
、
半
世
紀
に
わ
た
る
努
力
を
未
来
へ

と
つ
な
ぐ
バ
ト
ン
は
託
さ
れ
た
ば
か
り

だ
。�

（
８
月
23
日
記
）

増山　和樹
（奈良新聞社論説委員）

新・列島報告�　奈良県
「飛鳥・藤原の宮都」世界遺産に登録

景観保全の努力が結実
構成資産を絞って奏功

ま
す
や
ま
・
か
ず
き
▼
1
9
9
1
年
入
社
　
橿

原
支
局
　
奈
良
市
政
担
当
　
文
化
担
当
な
ど

を
経
て
　
2
0
1
8
年
か
ら
現
職

パブリックビューイングの会場で万歳三唱で登録を喜ぶ関係
者（７月26日/奈良県橿原市の県橿原文化会館/奈良新聞社提供）
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が
成
立
し
た
ら「
言
論
の
死
」の
碑
を
建

て
、
そ
こ
に
小
泉
首
相
と
全
賛
成
議
員
の

名
を
刻
む
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
自
民
党

が
反
発
し
、
有
力
議
員
が「
城
山
氏
は
ぼ

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
中
傷
し
、

幹
事
長
が
文
書
で
テ
レ
ビ
朝
日
に
抗
議
す

る
事
態
に
な
っ
た
。

城
山
さ
ん
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。「（
抗

議
こ
そ
）言
論
の
自
由
へ
の
干
渉
だ
」と

道
を
続
け
る
決
意
を
手
紙
に
し
た
た
め

た
。
そ
の
返
信
と
し
て
届
い
た
の
が
、
今

回
紹
介
し
た
は
が
き
だ
っ
た
。

偶
然
の
こ
と
だ
が
、
消
印
に
あ
っ
た

「
５
月
28
日
」は
、
毎
日
新
聞
の
大
治
朋

子
記
者
が
防
衛
庁
リ
ス
ト
問
題
を
特
報
し

た
日
で
も
あ
っ
た
。
防
衛
庁
が
情
報
公
開

請
求
者
の
身
元
を
独
自
に
調
べ
て
リ
ス
ト

に
し
て
い
た
問
題
は「
官
に
甘
く
民
に
厳

し
い
」法
案
の
歪
み
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
朝
刊
の
特
報
を
見
た
担
当
官
僚
の
一

人
は「
も
う
こ
れ
で
法
案
は
通
ら
な
い
」

と
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、

法
案
は
廃
案
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
規
制
に

あ
た
る
部
分
を
削
除
、
適
用
除
外
と
し
た

新
し
い
法
案
が
出
し
直
さ
れ
、
翌
03
年
５

月
に
成
立
し
た
。
城
山
さ
ん
と
メ
デ
ィ
ア

の
共
闘
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
徹
底
的
に
観
察
、凝
視
、メ
モ

た
だ
、「
国
民
に
網
を
か
け
る
」法
律

の
問
題
点
が
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

法
律
は
、
社
会
の
風
景
を
大
き
く
変
え

て
い
っ
た
。
名
前
や
住
所
と
い
っ
た
個
人

情
報
の
扱
い
に
過
剰
な
委
縮
が
起
こ
り
、

企
業
を
は
じ
め
町
内
会
や
学
校
と
い
っ
た

生
活
の
場
か
ら
も
名
簿
が
消
え
て
い
っ

た
。
災
害
時
や
緊
急
時
に
人
々
を
救
う
情

報
の
共
有
が
滞
る
深
刻
な
事
態
も
起
き

た
。「
個
人
情
報
保
護
」を
口
実
に
し
た

政
治
家
や
役
人
の
不
祥
事
隠
し
も
相
次
い

だ
。
法
律
の
改
正
は
続
き
、
26
年
通
常
国

会
で
成
立
し
た
法
律
で
は
、
記
者
の
情
報

取
得
が
対
象
に
さ
れ
か
ね
な
い
罰
則
規
定

（
第
１
８
０
条
）が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
共

謀
罪
、
特
定
秘
密
保
護
法
を
は
じ
め
表
現

の
自
由
を
脅
か
し
か
ね
な
い
法
制
度
や
規

制
も
相
次
い
で
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
、

四
半
世
紀
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た

情
報
環
境
を
つ
く
り
出
し
、
表
現
者
や
記

者
を
苦
し
め
て
い
る
。
偽
・
誤
情
報
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
、
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
が
常
態
化
し
、
個
人
攻

撃
を
呼
び
か
け
る「
犬
笛
」と
い
う
言
葉

ま
で
広
が
っ
た
。
記
者
の
名
刺
を
ネ
ッ
ト

上
に
さ
ら
す
政
治
家
も
現
れ
て
い
る
。

天
国
に
い
る
城
山
さ
ん
は
、
今
の
惨
状

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
し
っ
か
り
せ
ん
か
い
」と
い
う
お
叱
り

の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

法
律
が
成
立
し
た
03
年
５
月
23
日
、
城

山
さ
ん
は
日
記
に
こ
う
書
い
て
い
る
。「
個

人
情
報
保
護
法
成
立
に
こ
の
世
か
ら
お
さ

ら
ば
し
た
い
思
い
。
し
か
し
こ
う
な
っ
た

以
上
は（
中
略
）徹
底
的
に
観
察
し
、
凝

視
し
、
メ
モ
す
る
こ
と
だ
」（『
ど
う
せ
、

あ
ち
ら
へ
は
手
ぶ
ら
で
行
く
』新
潮
社
）

「
徹
底
的
に
観
察
し
、
凝
視
し
、
メ
モ

す
る
こ
と
」。
こ
の
含
蓄
あ
ふ
れ
る
言
葉

は
、
城
山
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
尊
い
伝

言
で
あ
る
。
現
場
の
記
者
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

反
論
し
、「（
自
民
党
は
）法
律
の
裏
付
け

が
な
く
て
も
平
然
と
弾
圧
し
て
く
る
。
法

律
が
で
き
て
、
国
民
の
自
由
が
ど
れ
だ
け

奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
考
え
る

と
、
恐
ろ
し
く
な
る
」と
の
懸
念
を
示
し

た
。「
ぼ
け
て
い
る
」な
ど
の
中
傷
に
は

「
腹
が
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
ぼ
け
て
い
る

暇
は
な
い
」と
受
け
流
し
な
が
ら
、
月
刊

文
藝
春
秋
誌
上
に
反
論
を
掲
載
し
た
。

◆「
腰
が
引
け
て
い
る
」と
批
判

さ
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
城
山
さ
ん
の

私
信
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
の
私
は
担

当
デ
ス
ク
と
し
て
懸
命
に
紙
面
づ
く
り
を

し
て
い
た
。
城
山
さ
ん
た
ち
と
連
携
し
な

が
ら
、
法
案
の
問
題
点
を
繰
り
返
し
指
摘

し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
界

も
大
同
団
結
し
、
日
本
新
聞
協
会
は
メ
デ

ィ
ア
規
制
に
反
対
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

２
回
に
わ
た
っ
て
開
き
、
02
年
４
月
に
は

15
年
ぶ
り
と
な
る
理
事
会
声
明
を
出
し
て

法
案
に
反
対
し
た
。

だ
が
、
５
月
に
入
る
と
、
城
山
さ
ん
か

ら「
腰
が
引
け
て
い
る
」「
他
人
事
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
」な
ど
メ
デ
ィ
ア
へ
の
批

判
的
な
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
読
売
新
聞
が
政
府
案
の
骨
格
を
維
持

し
た
形
で
修
正
試
案
を
公
表
し
た
こ
と
へ

の
反
発
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
、
あ
わ

て
た
。
城
山
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
き

た
隊
列
を
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
メ

デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
一
致
団
結
し
て
報

左：城山三郎さんのはがき（筆者提供）
右：2003年５月、参院個人情報保護特別委で参考人
として意見を述べる城山三郎氏（共同通信社提供）
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四
半
世
紀
ぶ
り
に
一
枚
の
は
が
き
を
手

に
し
た
。
作
家
の
城
山
三
郎
さ
ん
が
私

（
小
川
）宛
て
に
送
っ
て
く
れ
た
も
の
だ
。

消
印
は「
２
０
０
２
年
５
月
28
日
　
茅
ヶ

崎
」と
あ
る
。

「
お
手
紙
な
ど
い
ろ
い
ろ
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た

私
の
早
合
点
と
い
う
か
　
思
い
こ
み
　

思
い
ち
が
い
も
あ
り
　
御
迷
惑
お
か
け
し

て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
　
始
め
か
ら
い
ま
に

至
る
ま
で『
毎
日
』が
い
ち
ば
ん
よ
く
や

っ
て
く
れ
て
い
る
と
い
う
の
が
私
だ
け
で

な
く
　
仲
間
の
定
評
で
す
　
皆
様
に
よ
ろ

し
く
お
伝
え
下
さ
い
　
城
山
生
」

畏
れ
多
く
も
文
壇
の
巨
匠
か
ら
お
わ
び

の
手
紙
を
い
た
だ
い
た
の
だ
。
私
信
で
も

あ
り
、
こ
れ
ま
で
口
外
は
せ
ず
に
い
た
。

た
だ
、
城
山
さ
ん
が
07
年
に
亡
く
な
ら
れ

て
か
ら
は
や
20
年
近
く
に
な
る
。
今
回
こ

の
コ
ラ
ム
の
執
筆
に
あ
た
り
、
城
山
さ
ん

の
誠
実
で
実
直
で
ど
こ
ま
で
も
熱
い
人
柄

を
し
の
ぶ
た
め
に
も
、
私
信
の
い
き
さ
つ

個
人
情
報
保
護
法 

体
張
り
対
決

城
山
三
郎
さ
ん
の
私
信 

今
開
く

を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
し
て
、
城

山
さ
ん
が
ま
さ
に
体
を
張
っ
て
警
鐘
を
鳴

ら
さ
れ
た
個
人
情
報
保
護
法
の
功
罪
に
つ

い
て
も
改
め
て
振
り
返
り
た
い
。

◆「
メ
デ
ィ
ア
規
制
」の
思
惑

時
計
を
四
半
世
紀
前
に
戻
し
て
み
る
。

１
９
９
９
年
秋
、
突
然
現
れ
た「
メ
デ
ィ

ア
規
制
」の
動
き
に
報
道
界
は
騒
然
と
な

っ
た
。
個
人
情
報
保
護
法
案
、
人
権
擁
護

法
案
の
策
定
作
業
が
始
ま
り
、
そ
こ
に
政

権
の「
メ
デ
ィ
ア
規
制
」の
思
惑
が
露
骨

に
見
え
た
の
だ
っ
た
。
内
閣
官
房
の
官
僚

は
日
本
雑
誌
協
会
に「
取
材
を
受
け
た
側

か
ら
訂
正
要
求
が
あ
る
の
に
出
版
す
れ
ば

民
事
的
な
責
任
を
負
う
。
実
名
で
記
事
に

す
る
場
合
は
本
人
の
了
解
が
必
要
だ
。
公

人
と
私
人
の
区
別
は
し
な
い
。
こ
の
法
案

は
あ
な
た
た
ち
の
問
題
だ
」と
語
っ
た
。

日
本
新
聞
協
会
に
も「
も
う
勝
手
に
写
真

を
撮
っ
た
り
名
前
を
載
せ
た
り
す
る
こ
と

は
許
さ
れ
な
い
」「
事
前
検
閲
も
視
野
に
入

れ
る
」と
語
り
、
メ
デ
ィ
ア
へ
の
敵
意
を

む
き
出
し
に
し
た
。

残
念
な
こ
と
に
、
世
論
の
風
向
き
も
メ

デ
ィ
ア
に
は
厳
し
か
っ
た
。
私
は
当
時
、

東
京
本
社
社
会
部
で
デ
ス
ク
を
し
て
い

た
。
ま
だ「
マ
ス
ゴ
ミ
」と
い
う
言
葉
が

広
が
る
前
で
は
あ
っ
た
が
、
取
材
す
る
た

び
に「
メ
デ
ィ
ア
規
制
」に
違
和
感
を
持

つ
人
は
む
し
ろ
少
数
派
で
あ
る
こ
と
を
実

感
さ
せ
ら
れ
た
。
法
制
度
の
専
門
家
か
ら

は「
自
分
は
特
別
だ
か
ら
法
の
対
象
か
ら

は
ず
せ
と
い
う
特
権
意
識
は
許
せ
な
い
」

と
言
わ
れ
た
。「
行
き
過
ぎ
た
取
材
で
人

の
心
を
踏
み
に
じ
る
メ
デ
ィ
ア
は
法
律
で

縛
る
の
は
当
然
」と
話
す
犯
罪
被
害
者
や

遺
族
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

◆
自
ら
街
頭
に
立
ち
反
対
運
動

そ
ん
な
中
、「
表
現
の
自
由
」へ
の
危

機
感
か
ら
、
著
名
な
作
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
が
自
ら
街
頭
に
立
っ
て
反
対
運
動
を

始
め
た
。
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の
が
城
山

三
郎
さ
ん
だ
っ
た
。強
力
な
援
軍
で
あ
る
。

城
山
さ
ん
た
ち
の
声
は
、
法
案
が
す
べ
て

の
表
現
者
、
社
会
全
体
の
問
題
と
し
て
周

知
さ
れ
る
契
機
に
な
っ
た
。

紙
面
に
は
、
城
山
三
郎
さ
ん
の
熱
い
言

葉
が
光
を
放
つ
よ
う
に
並
ん
だ
。「
法
案

は
治
安
維
持
法
の
再
来
」「
自
由
主
義
や
民

主
主
義
を
根
幹
か
ら
ゆ
る
が
す
極
め
つ
け

の
悪
法
で
あ
り
、
い
っ
た
ん
施
行
さ
れ
て

し
ま
え
ば
、
取
り
返
し
の
つ
か
ぬ
恐
ろ
し

い
こ
と
に
な
る
恐
怖
の
法
律
で
あ
る
」「
欲

ぼ
け
の
政
治
家
に
政
治
を
任
せ
る
わ
け
に

は
い
か
な
い
。
国
民
の
総
力
を
挙
げ
て
阻

止
し
よ
う
」

城
山
さ
ん
は
小
泉
純
一
郎
首
相（
当

時
）に
直
談
判
も
し
た
。
そ
の
際
、
担
当

官
僚
が
語
っ
た「
国
民
に
網
を
か
け
る
。

網
は
大
き
く
か
け
た
ほ
う
が
い
い
」と
い

う
言
葉
に
激
怒
、「
我
々
は
雑
魚
じ
ゃ
な

い
」と
言
い
返
し
た
と
い
う
。

城
山
さ
ん
は
テ
レ
ビ
朝
日
の「
ニ
ュ
ー

ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」に
も
出
演
し
、
法
案

小
お

川
が わ

　一
はじめ

1958年京都市生まれ　81年毎
日新聞社入社　浦和支局（現
さいたま支局）　東京本社社
会部　とうきょう支局長　横
浜支局長などを経て　2008年
同社会部長　13年執行役員編
集編成局長　15年～22年取締
役（デジタル、編集など担当）　
現在は成城大学非常勤講師　
共著に『個人情報は誰のもの
か』『情報デモクラシー』（毎日
新聞出版）など
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が
成
立
し
た
ら「
言
論
の
死
」の
碑
を
建

て
、
そ
こ
に
小
泉
首
相
と
全
賛
成
議
員
の

名
を
刻
む
と
発
言
し
た
。
こ
れ
に
自
民
党

が
反
発
し
、
有
力
議
員
が「
城
山
氏
は
ぼ

け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」と
中
傷
し
、

幹
事
長
が
文
書
で
テ
レ
ビ
朝
日
に
抗
議
す

る
事
態
に
な
っ
た
。

城
山
さ
ん
は
ひ
る
ま
な
か
っ
た
。「（
抗

議
こ
そ
）言
論
の
自
由
へ
の
干
渉
だ
」と

道
を
続
け
る
決
意
を
手
紙
に
し
た
た
め

た
。
そ
の
返
信
と
し
て
届
い
た
の
が
、
今

回
紹
介
し
た
は
が
き
だ
っ
た
。

偶
然
の
こ
と
だ
が
、
消
印
に
あ
っ
た

「
５
月
28
日
」は
、
毎
日
新
聞
の
大
治
朋

子
記
者
が
防
衛
庁
リ
ス
ト
問
題
を
特
報
し

た
日
で
も
あ
っ
た
。
防
衛
庁
が
情
報
公
開

請
求
者
の
身
元
を
独
自
に
調
べ
て
リ
ス
ト

に
し
て
い
た
問
題
は「
官
に
甘
く
民
に
厳

し
い
」法
案
の
歪
み
を
浮
か
び
上
が
ら
せ

た
。
朝
刊
の
特
報
を
見
た
担
当
官
僚
の
一

人
は「
も
う
こ
れ
で
法
案
は
通
ら
な
い
」

と
語
っ
た
と
い
う
。
そ
の
言
葉
の
通
り
、

法
案
は
廃
案
と
な
り
、
メ
デ
ィ
ア
規
制
に

あ
た
る
部
分
を
削
除
、
適
用
除
外
と
し
た

新
し
い
法
案
が
出
し
直
さ
れ
、
翌
03
年
５

月
に
成
立
し
た
。
城
山
さ
ん
と
メ
デ
ィ
ア

の
共
闘
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
る
こ
と

が
で
き
た
。

◆
徹
底
的
に
観
察
、凝
視
、メ
モ

た
だ
、「
国
民
に
網
を
か
け
る
」法
律

の
問
題
点
が
す
べ
て
解
消
さ
れ
た
わ
け
で

は
な
か
っ
た
。

法
律
は
、
社
会
の
風
景
を
大
き
く
変
え

て
い
っ
た
。
名
前
や
住
所
と
い
っ
た
個
人

情
報
の
扱
い
に
過
剰
な
委
縮
が
起
こ
り
、

企
業
を
は
じ
め
町
内
会
や
学
校
と
い
っ
た

生
活
の
場
か
ら
も
名
簿
が
消
え
て
い
っ

た
。
災
害
時
や
緊
急
時
に
人
々
を
救
う
情

報
の
共
有
が
滞
る
深
刻
な
事
態
も
起
き

た
。「
個
人
情
報
保
護
」を
口
実
に
し
た

政
治
家
や
役
人
の
不
祥
事
隠
し
も
相
次
い

だ
。
法
律
の
改
正
は
続
き
、
26
年
通
常
国

会
で
成
立
し
た
法
律
で
は
、
記
者
の
情
報

取
得
が
対
象
に
さ
れ
か
ね
な
い
罰
則
規
定

（
第
１
８
０
条
）が
書
き
加
え
ら
れ
た
。
共

謀
罪
、
特
定
秘
密
保
護
法
を
は
じ
め
表
現

の
自
由
を
脅
か
し
か
ね
な
い
法
制
度
や
規

制
も
相
次
い
で
い
る
。

さ
ら
に
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
Ａ
Ｉ
の
登
場
は
、

四
半
世
紀
前
に
は
想
像
も
で
き
な
か
っ
た

情
報
環
境
を
つ
く
り
出
し
、
表
現
者
や
記

者
を
苦
し
め
て
い
る
。
偽
・
誤
情
報
が
蔓ま

ん

延え
ん

し
、
誹ひ

謗ぼ
う

中
傷
が
常
態
化
し
、
個
人
攻

撃
を
呼
び
か
け
る「
犬
笛
」と
い
う
言
葉

ま
で
広
が
っ
た
。
記
者
の
名
刺
を
ネ
ッ
ト

上
に
さ
ら
す
政
治
家
も
現
れ
て
い
る
。

天
国
に
い
る
城
山
さ
ん
は
、
今
の
惨
状

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

「
し
っ
か
り
せ
ん
か
い
」と
い
う
お
叱
り

の
声
が
聞
こ
え
て
き
そ
う
だ
。

法
律
が
成
立
し
た
03
年
５
月
23
日
、
城

山
さ
ん
は
日
記
に
こ
う
書
い
て
い
る
。「
個

人
情
報
保
護
法
成
立
に
こ
の
世
か
ら
お
さ

ら
ば
し
た
い
思
い
。
し
か
し
こ
う
な
っ
た

以
上
は（
中
略
）徹
底
的
に
観
察
し
、
凝

視
し
、
メ
モ
す
る
こ
と
だ
」（『
ど
う
せ
、

あ
ち
ら
へ
は
手
ぶ
ら
で
行
く
』新
潮
社
）

「
徹
底
的
に
観
察
し
、
凝
視
し
、
メ
モ

す
る
こ
と
」。
こ
の
含
蓄
あ
ふ
れ
る
言
葉

は
、
城
山
さ
ん
が
残
し
て
く
れ
た
尊
い
伝

言
で
あ
る
。
現
場
の
記
者
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
る
。

反
論
し
、「（
自
民
党
は
）法
律
の
裏
付
け

が
な
く
て
も
平
然
と
弾
圧
し
て
く
る
。
法

律
が
で
き
て
、
国
民
の
自
由
が
ど
れ
だ
け

奪
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
考
え
る

と
、
恐
ろ
し
く
な
る
」と
の
懸
念
を
示
し

た
。「
ぼ
け
て
い
る
」な
ど
の
中
傷
に
は

「
腹
が
立
つ
こ
と
ば
か
り
で
ぼ
け
て
い
る

暇
は
な
い
」と
受
け
流
し
な
が
ら
、
月
刊

文
藝
春
秋
誌
上
に
反
論
を
掲
載
し
た
。

◆「
腰
が
引
け
て
い
る
」と
批
判

さ
て
、
冒
頭
に
紹
介
し
た
城
山
さ
ん
の

私
信
に
つ
い
て
で
あ
る
。
当
時
の
私
は
担

当
デ
ス
ク
と
し
て
懸
命
に
紙
面
づ
く
り
を

し
て
い
た
。
城
山
さ
ん
た
ち
と
連
携
し
な

が
ら
、
法
案
の
問
題
点
を
繰
り
返
し
指
摘

し
て
い
た
つ
も
り
だ
っ
た
。
メ
デ
ィ
ア
界

も
大
同
団
結
し
、
日
本
新
聞
協
会
は
メ
デ

ィ
ア
規
制
に
反
対
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

２
回
に
わ
た
っ
て
開
き
、
02
年
４
月
に
は

15
年
ぶ
り
と
な
る
理
事
会
声
明
を
出
し
て

法
案
に
反
対
し
た
。

だ
が
、
５
月
に
入
る
と
、
城
山
さ
ん
か

ら「
腰
が
引
け
て
い
る
」「
他
人
事
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
」な
ど
メ
デ
ィ
ア
へ
の
批

判
的
な
言
葉
が
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
読
売
新
聞
が
政
府
案
の
骨
格
を
維
持

し
た
形
で
修
正
試
案
を
公
表
し
た
こ
と
へ

の
反
発
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
私
は
、
あ
わ

て
た
。
城
山
さ
ん
と
一
緒
に
つ
く
っ
て
き

た
隊
列
を
崩
す
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
メ

デ
ィ
ア
の
一
員
と
し
て
一
致
団
結
し
て
報

左：城山三郎さんのはがき（筆者提供）
右：2003年５月、参院個人情報保護特別委で参考人
として意見を述べる城山三郎氏（共同通信社提供）
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：684人　⃝個人会員：958人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,968人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（９／２現在）

14㊊
13：00 ～ 14：30　10階ホール

「生成AI」⑧
佐藤一郎 国立情報学研究所教授

17㊍
15：00 ～ 16：30　９階会見場

「なぜ今、特別市なのか？」②
辻琢也 一橋大学教授

24㊍
15：00 ～ 16：30　９階会見場
著者と語る『おどろきの刑事司法 “犯罪者”の作り方』
村木厚子 元厚生労働次官

＜社名変更＞
　９月１日から毎日放送の社名が「ＭＢＳ」に変
わりました。

■会議報告
●第４７５回会報委員会（８．３　大会議室）
　会報の紙面について意見交換した。
出席　榊原委員長、田中、青池、高橋、成田、
勝田、遠山、辻、鴨下の各委員。

■�『日中「冬の時代」の行方―国交半世紀の歴史から
見る現在地と出口』

川村　範行（東京新聞・中日新聞出身、名古屋外国語大
学名誉教授）
日中関係をどう修復するか
　戦後最も深刻な日中関係をどう
乗り越えるか―高市首相発言以来、
悪化した日中関係の背景を国交正
常化にさかのぼって分析し、関係
修復の道筋を提起した。靖国参拝
や尖閣国有化の対立克服の徹底検
証や、両国外交関係者との長期対話による知見に
基づき、「不戦平和」の大局から日中関係を論じる。
中国高官が高市首相に現実政治家への“君子豹変”
を望んだ“秘話”も。高市発言議事録や両国政府間
の重要文書、ポツダム宣言、関連年表を収録。
 
■�『日本人の知らないフランス―パリで出会った忘
れがたき人々』 山口　昌子（産経新聞社出身）
時代背景交えて紹介
　新聞社のパリ支局長（1９９0~２011
年）時代に取材した有名無名の人々
のうち、忘れがたい約50人につい
て当時の政治、経済、社会、文化
的な時代背景を交えて紹介。奇跡
的に会見できた人類学者レヴィ＝
ストロースが日本の特性「二重規
格」を指摘後、居間の浮世絵の版画を相好を崩し
て開示した逸話や「存在するものはすべて理性
的である。そして理性的なものはすべて現実で
ある」とのへーゲルの言葉を引用して40年間の共
産主義政権による鎖国を自らに納得させた欧州
最貧国アルバニアの若い外交官の悲しげな眼差
しなど冷戦終了直後の欧州情勢もうかがえる。

マイBOOKマイPR

花伝社
２，２００円

藤原書店
４，８４０円

■訃報
　大治浩之輔さん（NHK出身、９0歳）が８月1２日、
死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

新しい個人Ｄ会員

　目指す取材は“Ｏｎｅ Ｐｉｃｔｕｒｅ．Aｌｌ Ｔｈｅ Ｔ
ｒｕｔｈ．”初心に返って“ＰＲＥＳＳ ＣＯNＴAＣ
Ｔ ＬINＥ．”

水
みず

口
ぐち

　康
やす

成
なり １９９７年ＴＢＳテレビ入社。外信部、
筑紫哲也ニュース２３、サンデーモー
ニング、編集部編集長などを経て
２０２３年５月退社。入社前はフォト・
ジャーナリストとしてＡＥＲＡや共同
通信などに寄稿。

予約電話　和食 3503-２7２3　洋食 3503-２766・２731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　長月お献立（９/30まで）
　前菜：焼きなす琥珀羹、かぶ翁和え、平貝磯辺
焼き、あゆ甘露煮など　椀：太刀魚焼き締めなど
造り：まぐろ ほか二点　焼き物：いさき北海焼き 
栗蜜煮　煮物：菊花かぶら、鴨つみれなど　食事：
稲庭うどん　甘味：柿、マスカット（5，500円）
 （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（９/30まで）
　柿とモッツァレラチーズのカプレーゼ、南瓜の
冷製クリームスープ、和牛イチボのグリル きの
こクリームソース、ベイクドマロンチーズケーキ、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（4，400円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご
提供します。 （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

　先月死去した下記のゲストの皆さんの会見音
声をそれぞれ公開しています。当時の貴重な肉
声を聴くことができます。
・ノルウェー国王ハラルド５世　皇太子として
妻のソニア妃とともに会見（1９87年10月）。
・俳優の岸惠子さん　総会記念講演「日本とヨー
ロッパのはざまで」（1９９8年５月）。会報９8年８
月号に講演の文字記録を掲載。
・元中国首相の朱鎔基さん　現職の首相として
の会見（２000年10月）。
・奥田碩さん　日本経団連の初代会長に就任し
て２カ月後の会見（２00２年７月）。
・元厚労相の坂口力さん　厚労相として３度
（２001年10月、0２年11月、03年1２月）登壇。その
うち03年1２月の会見。
・元衆院議長の綿貫民輔さん 国民新党代表とし
ての会見（２008年１月）。

■音声アーカイブ　会見の音声記録
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熊
本
地
震
の
被
災
地

に
全
国
か
ら
救
い
の
手

が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い

る
。被

災
直
後
の
救
出
作

業
に
自
衛
隊
な
ど
が
駆

け
付
け
た
。
被
災
者
の
避
難
生
活
を
支

え
る
物
資
が
届
け
ら
れ
て
い
る
。
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
給
水
車
が
水
を
配

っ
て
い
る
。

被
災
自
治
体
は
人
手
が
足
り
な

い
。
他
の
自
治
体
か
ら
応
援
が
派
遣

さ
れ
、
避
難
所
の
運
営
や
家
屋
・
水

道
な
ど
の
被
害
状
況
調
査
、
罹り

災さ
い

証

明
書
の
発
行
に
当
た
っ
て
い
る
。
イ

ン
フ
ラ
の
復
旧
や
医
療
に
各
地
か
ら

要
員
が
集
ま
っ
て
い
る
。
被
災
家
屋

の
片
づ
け
に
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

汗
を
流
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
素
晴
ら
し
い
働
き
で
頭

が
下
が
る
。

で
は
、
首
都
直
下
地
震
や
富
士
山

噴
火
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発
生

し
た
ら
ど
う
な
る
だ
ろ
う
。
同
じ
よ
う

な
支
援
を
展
開
で
き
る
か
と
い
え
ば
、

と
て
も
そ
う
は
思
え
な
い
。

熊
本
地
震
も
能
登
半
島
地
震
も
大
災

害
だ
が
、
首
都
直
下
や
富
士
山
、
南
海

ト
ラ
フ
と
比
べ
れ
ば
相
対
的
に
規
模
は

小
さ
い
。
戦
後
最
大
の
国
難
と
言
わ
れ

た
東
日
本
大
震
災
に
し
て
も
そ
う
で
、

巨
大
な
首
都
圏
や
近
畿
圏
が
機
能
し
て

い
た
か
ら
支
援
が
可
能
だ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
首
都
直
下
や
富
士
山
、
南

海
ト
ラ
フ
は
そ
う
は
い
か
な
い
。
首
都

圏
と
近
畿
圏
の
ど
ち
ら
か
が
機
能
し
た

と
し
て
も
、
到
底
お
い
つ
く
ま
い
。

倒
壊
建
物
か
ら
の
救
出
や
水
・
食

料
の
供
給
、
医
療
は
相
当
期
間
、
被

災
地
域
で
対
応
す
る
し
か
な
い
だ
ろ

う
。相

当
な
物
資
を
家
庭
や
事
業
所
な

ど
が
備
蓄
し
な
け
れ
ば
始
ま
ら
な

い
。救
出
用
の
器
材
も
備
え
て
お
き
、

住
民
に
使
い
方
を
教
え
て
お
く
方
が

い
い
。
災
害
対
応
へ
、
昼
間
人
口
も

含
め
地
域
の
人
々
の
組
織
化
と
訓
練

は
欠
か
せ
な
い
。こ
う
し
た
こ
と
は
、

政
府
・
自
治
体
が
呼
び
掛
け
た
り
、

地
域
住
民
の
善
意
に
任
せ
て
お
い
て

い
た
り
し
て
い
て
は
、
と
て
も
間
に

合
う
ま
い
。

副
首
都
の
選
定
も
よ
い
が
、
地
域
の

災
害
対
応
力
を
実
際
に
高
め
る
一
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
国
を
挙
げ
て
取
り
組
ん

だ
方
が
多
く
の
命
を
救
え
る
だ
ろ
う
。

産
経
新
聞
社
上
席
執
行
役
員
論
説
委
員
長

�

榊
原
　
智

巨大災害に地域の力を

会報
委員から

惜 別

追 悼
相
田
洋
さ
ん
　
ク
ラ
ブ
賞
受
賞

�
〝
生
涯
一
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
〟貫
く

「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
」（
Ｎ
特
）は
今
の「
Ｎ
Ｈ

Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」（
Ｎ
ス
ペ
）の
前
身
番
組

だ
。「
サ
ム
シ
ン
グ
・
ニ
ュ
ー
」を
旗
印

に
掲
げ
て
１
９
７
６
年
か
ら
始
ま
り
、
局

の
看
板
番
組
に
な
っ
た
。
企
画
を
担
う
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
集
団
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ

ル
番
組
部
の
中
で
、
相
田
洋
さ
ん
ら
は
数

少
な
い
直
属
の
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
多

く
の
秀
作
や
大
型
企
画
を
手
が
け
た
。

「
Ｎ
特
」時
代
の
代
表
作
の
一
つ
に「
核

戦
争
後
の
地
球
」（
84
年
）が
あ
る
。
世
界

の
第
一
線
の
科
学
者
が
予
見
す
る
全
面
核

戦
争
と
そ
の
後
の
世
界
を
、
最
新
の
テ
レ

ビ
技
術
で
生
々
し
く
描
い
た
。
第
１
部

「
地
球
炎
上
」と
第
２
部「
地
球
凍
結
」は

視
聴
率
が
20
％
を
超
え
て
大
き
な
反
響
を

呼
び
、
国
内
外
の
賞
に
輝
い
た
。

こ
れ
に
先
立
つ
80
年
放
送
の「
石
油
・

知
ら
れ
ざ
る
技
術
帝
国
」は
、
大
型
企
画

「
日
本
の
条
件
」シ
リ
ー
ズ
に
発
展
し
、

「
マ
ネ
ー
」「
外
交
」編
を
担
当
し
た
。「
あ

る
テ
ー
マ
を
掘
り
下
げ
る
と
、
次
の
企
画

が
自
然
に
浮
か
ぶ
ん
で
す
よ
」。
石
油
、

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
と
日
本
と
の
関
係
を
突
き

詰
め
る
と
、「
要
す
る
に
、
日
本
は
自
動
車

を
売
り
、
も
う
け
た
ド
ル
で
石
油
を
買
っ

て
い
る
ん
だ
な
。そ
れ
に
し
て
も
、世
界
一

の
自
動
車
王
国
ア
メ
リ
カ
に
ど
う
し
て
勝

て
た
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
疑
問
に
至
る
。

こ
う
し
た
問
題
意
識
は
日
米
の
自
動
車

産
業
史
を
通
じ
て
経
済
摩
擦
の
深
層
に
迫

る
力
作「
自
動
車
」（
87
年
）に
結
実
し
た
。

次
は「
外
貨
の
稼
ぎ
頭
に
は
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
も
あ
る
ぞ
」と
、
半
導
体
を
テ
ー

マ
に
し
た
大
作「
電
子
立
国
　
日
本
の
自

叙
伝
」（
９1
年
）に
取
り
組
ん
だ
。「
テ
レ
ビ

の
大
道
香や

し
具
師
」と
称
し
た
よ
う
に
、
自

ら
画
面
に
登
場
し
、
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
。「
Ｎ
ス
ぺ
」で
は「
新
・
電
子
立
国
」

や「
マ
ネ
ー
革
命
」も
作
っ
た
。

80
歳
を
過
ぎ
て
、
南
米
移
民
の
そ
の
後

を
半
世
紀
も
追
い
続
け
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
「
乗
船
名
簿
」シ
リ
ー

ズ
を
完
結
さ
せ
た
。〝
生
涯
一
デ
ィ
レ
ク

タ
ー
〟を
貫
い
た
テ
レ
ビ
人
生
だ
っ
た
。

放
送
評
論
家（
読
売
新
聞
社
友
）

�

鈴
木
　
嘉
一

あ
い
だ
・
ゆ
た
か
氏
　
1
9
6
0
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
入

局
　「
あ
る
人
生
」な
ど
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
畑

一
筋
　
芸
術
選
奨
文
部
大
臣
賞
受
賞
　
退
局

後
に
慶
応
大
学
教
授
　
96
年
度
日
本
記
者
ク
ラ

ブ
賞
受
賞
　
著
書
は『
航
跡
』『
わ
が
母
最
後
の

た
た
か
い
』な
ど
　
８
月
２
日
死
去
　
享
年
90

自宅の仕事部屋での相田さん
（201９年/筆者提供）
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事 務局から／会員掲示板

⃝和食レストラン（9階）   ☎3503–2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503–2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503–2724
⃝受　　付   ☎3503–2721

⃝会員事務   ☎3503–2727
⃝経　　理   ☎3503–2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503–2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

クラブの電話　ダイヤルイン

会員現況

会報委員会

⃝法人会員：119社　⃝基本会員：684人　⃝個人会員：958人
⃝法人・個人賛助会員：55社・116人　⃝特別賛助会員：94人
⃝名誉・功労会員：13人　⃝学生会員：103人 計174社・1,968人

委員長＝榊原　　智
委　員＝ 青池　雄一　飯山　雅史　勝田　洋人 

鴨下ひろみ　菊池　正史　高橋　清子 
田中　成之　辻　　篤子　遠山　昭弘 
成田　浩二

（事務局 : 西村志織　本庄五月）

☎03–3503–2729　FAX 03–3503–7271

今後の行事予定（９／２現在）

14㊊
13：00 ～ 14：30　10階ホール

「生成AI」⑧
佐藤一郎 国立情報学研究所教授

17㊍
15：00 ～ 16：30　９階会見場

「なぜ今、特別市なのか？」②
辻琢也 一橋大学教授

24㊍
15：00 ～ 16：30　９階会見場
著者と語る『おどろきの刑事司法 “犯罪者”の作り方』
村木厚子 元厚生労働次官

＜社名変更＞
　９月１日から毎日放送の社名が「ＭＢＳ」に変
わりました。

■会議報告
●第４７５回会報委員会（８．３　大会議室）
　会報の紙面について意見交換した。
出席　榊原委員長、田中、青池、高橋、成田、
勝田、遠山、辻、鴨下の各委員。

■�『日中「冬の時代」の行方―国交半世紀の歴史から
見る現在地と出口』

川村　範行（東京新聞・中日新聞出身、名古屋外国語大
学名誉教授）
日中関係をどう修復するか
　戦後最も深刻な日中関係をどう
乗り越えるか―高市首相発言以来、
悪化した日中関係の背景を国交正
常化にさかのぼって分析し、関係
修復の道筋を提起した。靖国参拝
や尖閣国有化の対立克服の徹底検
証や、両国外交関係者との長期対話による知見に
基づき、「不戦平和」の大局から日中関係を論じる。
中国高官が高市首相に現実政治家への“君子豹変”
を望んだ“秘話”も。高市発言議事録や両国政府間
の重要文書、ポツダム宣言、関連年表を収録。
 
■�『日本人の知らないフランス―パリで出会った忘
れがたき人々』 山口　昌子（産経新聞社出身）
時代背景交えて紹介
　新聞社のパリ支局長（1９９0~２011
年）時代に取材した有名無名の人々
のうち、忘れがたい約50人につい
て当時の政治、経済、社会、文化
的な時代背景を交えて紹介。奇跡
的に会見できた人類学者レヴィ＝
ストロースが日本の特性「二重規
格」を指摘後、居間の浮世絵の版画を相好を崩し
て開示した逸話や「存在するものはすべて理性
的である。そして理性的なものはすべて現実で
ある」とのへーゲルの言葉を引用して40年間の共
産主義政権による鎖国を自らに納得させた欧州
最貧国アルバニアの若い外交官の悲しげな眼差
しなど冷戦終了直後の欧州情勢もうかがえる。

マイBOOKマイPR

花伝社
２，２００円

藤原書店
４，８４０円

■訃報
　大治浩之輔さん（NHK出身、９0歳）が８月1２日、
死去されました。ご冥福をお祈りいたします。

新しい個人Ｄ会員

　目指す取材は“Ｏｎｅ Ｐｉｃｔｕｒｅ．Aｌｌ Ｔｈｅ Ｔ
ｒｕｔｈ．”初心に返って“ＰＲＥＳＳ ＣＯNＴAＣ
Ｔ ＬINＥ．”

水
みず

口
ぐち

　康
やす

成
なり １９９７年ＴＢＳテレビ入社。外信部、
筑紫哲也ニュース２３、サンデーモー
ニング、編集部編集長などを経て
２０２３年５月退社。入社前はフォト・
ジャーナリストとしてＡＥＲＡや共同
通信などに寄稿。

予約電話　和食 3503-２7２3　洋食 3503-２766・２731
レストラン＊価格は全て税込みです

和食　長月お献立（９/30まで）
　前菜：焼きなす琥珀羹、かぶ翁和え、平貝磯辺
焼き、あゆ甘露煮など　椀：太刀魚焼き締めなど
造り：まぐろ ほか二点　焼き物：いさき北海焼き 
栗蜜煮　煮物：菊花かぶら、鴨つみれなど　食事：
稲庭うどん　甘味：柿、マスカット（5，500円）
 （板長：内海圭史）

洋食　季節のおすすめコース（９/30まで）
　柿とモッツァレラチーズのカプレーゼ、南瓜の
冷製クリームスープ、和牛イチボのグリル きの
こクリームソース、ベイクドマロンチーズケーキ、
コーヒーまたは紅茶、パンとバター（4，400円）。
ランチ、ディナーともに９階レストランでもご
提供します。 （シェフ：佐藤和治）

https://www.jnpc.or.jp/HP情報

　先月死去した下記のゲストの皆さんの会見音
声をそれぞれ公開しています。当時の貴重な肉
声を聴くことができます。
・ノルウェー国王ハラルド５世　皇太子として
妻のソニア妃とともに会見（1９87年10月）。
・俳優の岸惠子さん　総会記念講演「日本とヨー
ロッパのはざまで」（1９９8年５月）。会報９8年８
月号に講演の文字記録を掲載。
・元中国首相の朱鎔基さん　現職の首相として
の会見（２000年10月）。
・奥田碩さん　日本経団連の初代会長に就任し
て２カ月後の会見（２00２年７月）。
・元厚労相の坂口力さん　厚労相として３度
（２001年10月、0２年11月、03年1２月）登壇。その
うち03年1２月の会見。
・元衆院議長の綿貫民輔さん 国民新党代表とし
ての会見（２008年１月）。

■音声アーカイブ　会見の音声記録

https://www.jnpc.or.jp/coming/conference_applicant
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/19921/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/20922/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/21101/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/21263/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14246/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/14768/report
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撮影：加
か

藤
とう

　駿
しゅん

（日本経済新聞社写真映像グループ）

洗濯物をたたむヒト型ロボット「Ｔｏｒｏｂｏ（トロボ）」＝４月６日、東京都文京区

写 真 回 廊

　『
銀
河
帝
国
興
亡
史（
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
）』は
、
ア
イ
ザ
ッ

ク
・
ア
シ
モ
フ
が
１
９
５
０
年
代
か
ら
書
き
続
け
た
、
壮
大
な
未
来

の
宇
宙
史
だ
。
そ
の
名
を
と
っ
た「
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
・
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
」と
い
う
企
業
が
、
２
年
前
に
米

国
に
で
き
た
。
主
力
製
品
は
身
長
１
８
０
㌢
の
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト

「
フ
ァ
ン
ト
ム
」で
あ
る
。
現
在
、
工
場
や
物
流
現
場
で
実
証
実
験

を
し
て
い
る
。
こ
の
会
社
の
特
徴
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
武
器
を
持
た
せ

戦
場
に
送
り
込
む
研
究
に
積
極
的
な
こ
と
だ
。
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

息
子
が
顧
問
に
入
っ
て
い
て
、
政
界
と
の
つ
な
が
り
も
濃
い
。

　
ア
シ
モ
フ
は
初
期
の
作
品『
わ
れ
は
ロ
ボ
ッ
ト
』で
、
ロ
ボ
ッ
ト

３
原
則
を
唱
え
た
。「
第
一
条
　
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
に
危
害
を
加
え

て
は
な
ら
な
い
」に
始
ま
る
原
則
は
、
い
ま
も
ロ
ボ
ッ
ト
工
学
の
指

針
と
な
り
う
る
。
兵
士
ロ
ボ
ッ
ト
の
開
発
は
ブ
ラ
ッ
ク
ユ
ー
モ
ア
の

よ
う
だ
。

　
北
米
で
開
か
れ
た
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で
、
米
国
企
業
が
開
発
し
た
身

長
１
８
９
㌢
の
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト「
ア
ト
ラ
ス
」が
、
審
判
に
ボ
ー

ル
を
手
渡
す
役
割
を
し
た
。
韓
国
の
現
代
自
動
車
は
、
こ
の
ロ
ボ
ッ

ト
の
大
量
生
産
を
発
表
し
て
い
る
。
ア
ト
ラ
ス
を
め
ぐ
っ
て
は
、
お

膝
元
の
現
代
労
働
組
合
が
７
月
、
雇
用
を
守
る
た
め
に
、
同
意
な
し

の
ラ
イ
ン
投
入
に
反
対
す
る
方
針
を
決
め
、ス
ト
ラ
イ
キ
も
打
っ
た
。

　
ロ
ボ
ッ
ト
の
語
源
は
、
強
制
労
働
を
意
味
す
る
チ
ェ
コ
語
の「
ｒ

ｏ
ｂ
ｏ
ｔ
ａ
（
ロ
ボ
タ
）」と
さ
れ
る
。
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
は
人
間
の

労
働
を
補
助
、
代
替
し
、
広
く
工
場
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
き
た
。
し

か
し
Ａ
Ｉ
搭
載
の
ヒ
ト
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
登
場
は
、
新
た
な
次
元
の
到

来
を
予
感
さ
せ
る
。
米
国
製
の
最
先
端
Ａ
Ｉ
が
、
人
間
を
欺
い
て
サ

イ
バ
ー
攻
撃
を
し
た
と
い
う
報
道
も
あ
っ
た
。

　
お
と
な
し
そ
う
な
写
真
の「
ト
ロ
ボ
」は
、
身
長
１
６
０
㌢
余
り

の
日
本
製
。
３
原
則
は
、
鉄
腕
ア
ト
ム
以
来
、
日
本
の
ロ
ボ
ッ
ト
に

伝
わ
る
遺
風
だ
と
信
じ
た
い
。�（
朝
日
新
聞
社
出
身
　
真
田
　
正
明
）

心
や
さ
し
い 

ラ
ラ
ラ 

科
学
の
子
…




